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友
人
た
ち
と
の
再
会
に
笑
顔
の
花

を
咲
か
せ
、
艶
や
か
な
振
袖
や
真
新

し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
た
ち
。
１
月
７
日
、「
平
成
29
年

度
竹
田
市
成
人
式
」が
久
住
公
民
館

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

２
１
３
人（
男
性
１
０
１
人
、
女
性

１
１
２
人
）の
新
成
人
を
祝
い
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
首
藤
勝
次
市
長
が
新
成

人
代
表
の
松
田
修
一
さ
ん
と
成
田
彩

花
さ
ん
に
成
人
証
書
を
授
与
、
野
田

良
輔
副
市
長
が
森
尾
将
司
さ
ん
に
記

念
品（
カ
ー
ボ
ン
ボ
ー
ル
ペ
ン
）を
贈

り
ま
し
た
。

　

首
藤
市
長
は「
少
子
高
齢
化
、
過

疎
化
が
進
む
竹
田
市
で
あ
る
が
、
新

成
人
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
世

代
間
や
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
図

る
社
会
を
築
き
、
ま
た
自
分
の
夢
と

可
能
性
に
挑
戦
し
続
け
る
人
生
を
歩

ん
で
ほ
し
い
」と
新
成
人
の
皆
さ
ん

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

　

続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
西あ

風ち

田だ

充
彦
さ
ん
が
誓
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。

　

次
世
代
を
担
う
新
成
人
の
皆
さ
ん

の
大
い
な
る
飛
躍
と
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

今
の
日
本
社
会
は
不
況
が
少
し
ず

つ
回
復
し
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
若
い
私
た
ち
に
と
っ
て

は
未
だ
に
厳
し
い
環
境
の
中
に
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
竹
田
市
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
者
が
都
市
部

へ
流
出
し
、
過
疎
化
や
高
齢
化
と

い
っ
た
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
竹
田
で
就
職
す
る
ま
で

は
都
市
部
へ
の
憧
れ
を
持
つ
一
人
で

し
た
。
で
す
が
、
他
県
へ
学
び
に
出

た
友
人
と
話
す
た
び
に
、
竹
田
の
豊

か
な
自
然
や
温
か
い
人
々
の
心
な
ど
、

竹
田
の
素
晴
ら
し
さ
を
強
く
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史

あ
る
竹
田
の
街
並
み
や
文
化
に
憧
れ
、

都
市
部
の
方
が
多
く
移
住
し
て
き
た

と
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
中
で
思
っ
た

こ
と
は
、
私
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た

こ
の
竹
田
と
い
う
ま
ち
は
、
私
た
ち

平成29年度竹田市成人式

夢溢れる未来へ
新
し
い
時
代
を
担
う
新
成
人

竹
田
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
と

感
謝
を
胸
に
― 

↑松田修一さんと成田彩花さんに成人証書が贈られました

↑記念品を受け取る森尾将司さん
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■今月の表紙

「岩壁をも焦がす」
高くそびえる岩肌に
包まれるように佇む「彦山神社」
幾重にも積み重ねられた青竹
持ち寄った門松やしめ飾りなどに
火を入れる「どんど焼き」
350年以上続く地区の伝統行事だ
パンパンと竹の弾く音
勢いよく立ち昇る炎は
境内裏の岩壁をも焦がす

「１年が平穏無事でありますように」
見つめる炎、地区民の願い－

■撮影場所　竹田市炭竈「彦山神社」
■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

2月号

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前 月 比）
人　口　22,421　人（−   59人）
男　性　10,466　人（−   23人）
女　性　11,955　人（−   36人）
世帯数　10,396世帯（−16世帯）
※平成30年１月１日現在の住民基本台帳による

   2   夢溢れる未来へ
　　－平成29年度竹田市成人式
   5   夢のある飛躍の年に
　　－平成30年竹田市新年互礼会
   6   「竹田市の歌」作曲募集！
   7   「グランツたけた」市民スタッフ募集 ほか
   8   地域の安心・安全の確保に努めます
　　－平成30年竹田市消防出初式
   9   友好の絆を深めて－台湾・高雄市田寮区

へ市民訪問団派遣 ほか
10   まちの出来事
12   私たち、地域おこし協力隊です！   ほか
13   竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～ 

ほか
14   竹田市のこよみ
16   たけたん情報
22   休日・夜間の在宅当番医院／出張！えが

おの子育て小児科
23   人権を守り、差別をなくす－平成29年度

竹田市小・中学生人権標語・ポスター作
品紹介／人権シリーズ「ぬくもり」 ほか

24   学び舎／まるごと博物館
25   図書館に行こう
26   市長コラム「有由有縁」
27   活気を生み出す！新たな店舗が誕生 ほか
28   郷土の植物／すくすく１歳／誕生おめで

とう

別冊　忘れずに！市県民税申告

広報

平成29年度竹田市成人式

が
思
っ
て
い
る
以
上
に
魅
力
的
で
後

世
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
尊
い
ま
ち
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

現
在
私
は
高
校
を
卒
業
し
、
生
ま

れ
育
っ
た
竹
田
で
消
防
士
と
し
て
働

い
て
お
り
ま
す
が
、
日
々
自
分
の
未

熟
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
社
会

に
出
て
学
生
時
代
と
は
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
責
任
の
重
さ
や
、
社
会
の

厳
し
さ
に
触
れ
、
高
い
志
を
持
っ
て

成
長
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。
失
敗
が
許
さ
れ
な

い
職
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
輩
方

の
よ
う
に
市
民
の
生
命
、
身
体
、
財

産
を
守
る
者
と
し
て
真
摯
に
努
力
し
、

私
を
育
て
て
く
れ
た
こ
の
竹
田
に
貢

献
す
る
こ
と
が
私
の
使
命
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

今
日
、
私
た
ち
が
こ
こ
に
集
い
、

成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ

た
家
族
や
地
域
の
方
々
、
教
え
導
い

て
く
れ
た
先
生
方
、
そ
し
て
何
よ
り

も
共
に
歩
ん
だ
友
人
、
仲
間
た
ち
の

お
か
げ
で
す
。
こ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
竹
田
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
、
そ

し
て
成
人
と
し
て
の
決
意
を
胸
に
刻

み
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
行

く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

新
成
人
代
表　

西
風
田　

充
彦

地元企業に就職。「ここまで
育ててくれた母親に感謝した
い。高齢者が暮らしやすい環
境を作ることが次世代を担う
私たちの役目」

医療系の学校に通う。「市民
の皆さんが安心して暮らせる
まちにするため、医療に携わ
る仕事に就いて少しでも地域
に貢献したい」

地元荻町でトマトを栽培。「竹
田の農業を支えるために、ト
マト栽培を通じて農業基盤の
構築、担い手の育成を図って
いきたい」

大学で建築を学ぶ。「人の繋
がりを大切にして、建築に関
わる仕事で地域貢献をしてい
きたい。両親に少しずつでも
恩返しができたら」

成田彩花さん
　（竹田）

今永圭祐さん
　（久住）

重松虎之介さん
（荻）

後藤圭耶さん
（直入）

↑「誓いのことば」を述べる西風田充彦さん

新成人に聞きました
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平成29年度竹田市成人式

（敬称略）

竹田地域（竹田校区）　　
浅野　怜央　　阿曽野　芽　　西風田充彦　　池本　　蓮
石田　拓也　　伊東　翔平　　衞藤　大金　　大津　亜実
大津　国治　　大塚　桃香　　大塚　誉丈　　大橋　　蓮
甲斐　千尋　　甲斐　瑞希　　唐橋　美帆　　河野　　匠
河野　優太　　久々宮直樹　　工藤　謙太　　工藤　奈央
工藤　良太　　黒野　信知　　河野　栄里　　興梠　　聖
後藤　啓吾　　後藤　遥香　　佐伯　悠史　　酒井　陽平
坂梨　智矢　　佐藤　加奈　　佐藤　京子　　佐藤　聖也
佐藤　良太　　志賀　健生　　志村　雅之　　首藤　　匠
白水　美帆　　相馬　拓己　　副田　　葵　　竹内　咲雪
竹下　　翠　　西出　貴政　　橋爪　優紀　　平野　賢汰
舩津健二郎　　本田　悠成　　山口　美咲　　山村　由依
吉岡　奈那　　吉岡　桃佳　　吉田　杏里　　吉野　貴矩
吉野　広恵　　渡邊　南斗　　GOU FEIFEI　　 HU CHANG
HU YANMEI　　PENG XIAOQING　　SHEN HUAZHEN　　WAN RENFENG
YU YAOWEI　　ZHANG SHUWEN

竹田地域（竹田南部校区）
相田　才寿　　阿南　有生　　安藤　太一　　池田　千咲
上田　菜摘　　梅村めぐみ　　永藤　里菜　　衞藤　聡史
衛藤　理子　　大塚　憂華　　甲斐　佑介　　河野　卓実
河野　将大　　河野　武蔵　　河野　柚奈　　吉良　和華
吉良　麻帆　　工藤　知仙　　工藤　南実　　久保　郁乃
児玉京一朗　　後藤　伯照　　後藤　菜月　　坂本　遼介
佐藤　　楓　　佐藤　千紘　　佐藤　茉有　　志賀真樹人
清水　俊郎　　進　　真緒　　髙野　寛也　　髙橋　美樹
髙橋　美思　　髙橋　征基　　髙山　夕紀　　豊嶋萌々花
成田　彩花　　羽田野萌香　　羽田野琳太郎　　原山　　尋
東山　奈未　　深田　望史　　深田　麻由　　府内　　雅
堀　明日香　　堀　　恵子　　堀　　貴裕　　堀　　文哉
松岡　拓杜　　松田　修一　　三田井亜希　　村上　　理
山内麗央奈　　山下　祥平　　吉田　幹汰　　鷲司　智子
HAN THI ANH NGUYET　　LE THI THU　　VU THI HUONG　　VU THI TAM

荻地域
赤木　　愛　　赤木　夕芽　　安藤愛里花　　猪野　香織
岩尾　拓実　　岩下　優春　　尾仲　統真　　金田　光雅
菅　　裕貴　　倉野真里奈　　倉原　　晃　　倉原　杏実
小出　利奈　　神田　彩春　　佐田　恋花　　佐藤　友亮
重松虎之介　　白石健之介　　白石　愛実　　瀬井　美咲
髙橋　沙織　　高橋　　将　　髙橋　れな　　戸井田彩香
内藤　　剛　　中村　　涼　　 木野夏希　　橋本　慶哉
森　裕希乃　　山村　敦哉　　山村　俊貴　　AT SOTHY
LONG MALEN　　YAN SOPHANN
　　　　　　　　
久住地域
足達　一佐　　今永　圭祐　　上野　玉稀　　内田慎之介
内田　智稀　　江藤　静樹　　大久保泰雅　　大窪　琢己
大倉　杏香　　大嶋　瑞希　　岡崎　律希　　甲斐　雅人
甲斐　良紀　　嘉月　惟能　　加藤　杏菜　　河越　成美
草苅　幸洋　　工藤　朱莉　　工藤梨香子　　工藤　　玲
小寺　正時　　後藤　安紀　　坂口　梢子　　坂田　美咲
佐藤　綾華　　佐藤　敬太　　佐藤　里沙　　佐藤　竜二
佐藤　龍成　　志賀　公紀　　志賀ほのか　　須藤　拓也
瀧本恵里花　　田崎夏奈子　　中村　千尋　　本郷　晶大
宮本　　凌　　森　　笑里　　森　　大至　　渡邉　　司

直入地域
安達　一平　　石川このみ　　伊東　大輔　　今村祥太郎
河村　　凜　　菊地ほのか　　工藤　　栞　　後藤　圭耶
田北　亮平　　櫟浦　颯天　　平本　扇夕　　渕　翔太郎
峯野　夢絃　　森尾　将司　　山田　　愛　　山田　玲奈
横田　彩花

※名簿は地域別（出身中学または居住地域）で掲載しています。

平成29年度竹田市新成人の皆さん

夢と可能性に挑戦！
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１
月
４
日
、「
平
成
30
年
竹
田
市

新
年
互
礼
会
」が
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
に
は
市
議
会
議
員
や
各
団
体
の
代

表
者
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
。

　

首
藤
市
長
は「
平
成
30
年
、
31
年

は
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル『
グ
ラ

ン
ツ
た
け
た
』や
温
泉
利
用
型
健
康

増
進
施
設『
ク
ア
ハ
ウ
ス
』の
オ
ー
プ

ン
、
中
九
州
横
断
道
路『
朝
地
竹
田

間
』の
開
通
、
国
民
文
化
祭
の
開
催

な
ど
竹
田
市
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
。

夢
の
あ
る
発
展
を
と
も
に
目
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
竹
田
市

出
身
の
タ
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
・
古ふ
る

庄し
ょ
う

里の
り

好た
か

さ
ん
が
、
瀧
廉
太
郎
の
名
曲「
荒

城
の
月
」を
ア
レ
ン
ジ
し
た
曲
に
合

わ
せ
て
、
軽
快
な
ダ
ン
ス
を
披
露
。

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
タ
ッ
プ
の
音
で
会
場

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　エンターテインメントとし
てのタップダンスを追求する
傍ら、教育や健康づくりにタッ
プを取り入れた教室を開いて
いる古庄里好さん（38歳・埼玉
県志木市）。タップの普及活動
を精力的に進めている。
　古庄さんがタップダンスと
出会ったのは10歳のとき。「ア
メリカを代表するエンターテ

イナー・S
サミー

ammy D
デイヴィス

avis J
ジュニア

r.の映像を見て、衝撃を受けた」と話す。
新聞にタップダンス教室の広告を見つけると、すぐに電話を掛
けたのだそう。「Sammy Davis Jr.みたいになりたくて（笑）ジャ
ズやストリート、ヒップホップなど、さまざまなジャンルのダ
ンスを取り入れたタップダンスを目指した」と語る古庄さんは、
10代のとき数々のコンテストで賞を受賞。
　タップダンスの本場アメリカで学ぶため、20歳で渡米すると、

「情熱であったり、踊って魅せるダンスであったり。上手い下
手は関係なく、みんなで楽しんでいる姿に共感した」と日本と
の文化レベルの違いに気づかされ、エンターテインメント性を
盛り込んだタップダンスに没頭。北野武監督の映画「座頭市」の
出演が舞い込んできたのはその頃。「タップダンスのイメージ
を変える映画だった。若者へのアプローチという面では反響が
大きかった」と話す。
　その後、ダンススタジオを設立し、若者だけでなく子どもか
ら高齢者まであらゆる世代を対象にした教室を開いている。「リ
ズム感やコミュニケーション能力を養う手段としてのタップダ
ンスを、竹田でも広めていきたい」と熱いまなざしで語る。
　竹田で生まれ、２歳までを過ごしたこのまちには特別な思い
入れがあるという。「竹田は私にとって“帰る場所”。休みのと
きは祖母や従兄弟が暮らすこのまちに帰ってきています。城下
町の風情や水・空気のおいしさ、そしてそこに暮らす人の温か
さ。多くの魅力がつまったこのまちが好きですね」と、笑顔で
話す古庄さん。
  「私にとって、タップダンスは呼吸と同じ。タップの楽しさを

皆さんと分かち合い
たい」―瀧廉太郎や
田能村竹田など多く
の偉人を育み、文化
芸術が花開いたこの
まちで、新たにタッ
プダンスのリズムが
刻まれました。

↑夢のある発展を願って

平
成
30
年
竹
田
市
新
年
互
礼
会

夢
の
あ
る
飛
躍
の
年
に

タップの楽しさを
分かち合いたい

↑タップダンサーの古庄里好さん

↑新年互礼会で軽快なダンスを披露

平成30年竹田市新年互礼会

地域を知り、世界とつながる
　大分県立竹田高等学校では、地域の魅力を発
見し、「まちづくり」に興味を持ってもらおうと、
観光や医療福祉、空き家など、竹田市が抱える
問題について解決策を研究する「竹高コミュニ
ティー・プランニング」に取り組んでいます。１
月23日、その成果発表会が同校体育館で行われ
ました。
　この取り組みには１年生153人が参加。30チー
ムに分かれた生徒らは、「空き店舗を活用した交
流の場づくりのあり方とは？」など各々にテーマ
を決め、フィールドワークを実施。その研究成
果をポスター
にまとめ、こ
の日会場を訪
れた市民らと
意見を交換し
ました。 ↑将来を担う高校生の目線で「竹田市」を研究
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歴
史
的
に
何
度
も
大
災
害
を
経
験

し
、
そ
し
て
復
興
す
る
こ
と
を
続
け

て
き
た
大
分
県
竹
田
市
。
町
に
受
け

継
が
れ
る
文
化
は
、
住
民
の
誇
り
と

な
り
、
ど
ん
な
時
で
も
立
ち
上
が
る

礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
平
成
24
年
の
大
水
害
を
乗

り
越
え
、
新
し
い
文
化
ホ
ー
ル
の
誕

生
を
記
念
し
て
、「
竹
田
市
の
歌
」の

作
曲
を
募
集
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
応
募
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
目
的

　

竹
田
の
文
化
を
象
徴
す
る
「
竹
田

市
の
歌
」
を
制
作
し
、
竹
田
市
民
の

一
体
感
の
醸
成
に
繋
げ
、
文
化
の
魅

力
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

●
概
要

①
竹
田
市
出
身
の
歌
人
・
川
野
里
子

さ
ん
の
書
き
下
ろ
し
た
歌
詞
に
の

せ
る
曲（
メ
ロ
デ
ィ
）を
公
募
し
ま

す
。

②
親
し
み
の
わ
く
、
誰
も
が
気
軽
に

口
ず
さ
め
る
よ
う
な
メ
ロ
デ
ィ
を

基
本
と
し
ま
す
。

③
曲
は
、
自
作
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
で
、
他
者
の
知
的
所
有
権

（
著
作
権
）を
侵
害
し
な
い
も
の
に

限
り
ま
す
。

④
曲
は
、「
楽
譜
」と「
歌
を
録
音
し

た
Ｃ
Ｄ
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

楽
譜
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い（
パ
ソ
コ
ン
等

の
使
用
可
）。

⑤
曲
は
単
旋
律（
主
旋
律
）と
し
、
伴

奏
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
構
い
ま

せ
ん
。
な
お
、
音
源（
歌
を
録
音

し
た
Ｃ
Ｄ
）に
つ
い
て
は
曲
調
を

知
る
た
め
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

⑥
竹
田
市
内
外
を
問
わ
ず
、
作
曲

の
で
き
る
方（
プ
ロ
・
ア
マ
不
問
）。

な
お
、
応
募
は
１
人
１
作
品
と
し

ま
す
。

※
詳
細
は
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間

　

平
成
30
年
２
月
１
日
㈭
か
ら
６
月

29
日
㈮　

午
後
５
時
必
着
。
郵
送
の

場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
。

●
表
彰

　

最
優
秀
作
品（
１
点
）　

30
万
円 

●
選
考
方
法

　

選
考
委
員
長
に
、
作
曲
家
の
三
枝

成
彰
さ
ん（
瀧
廉
太
郎
記
念
館
名
誉

館
長
）、
選
考
委
員
に
佐
藤
し
の
ぶ

さ
ん
ほ
か
１
名
を
迎
え
、
選
考
会
を

開
催
し
、
歴
史
文
化
の
土
壌
の
あ
る

「
竹
田
市
」に
相
応
し
い
１
曲
を
決
定

し
ま
す
。

　

発
表
は
９
月
頃
の
予
定
。
ま
た
、

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
開
館
記
念

式
典
に
て
表
彰
式
を
行
い
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
披
露
す
る
予
定
で
す
。

「竹田市の歌」 作曲募集！

選
考
委
員
長
に
三さ

え
ぐ
さ
し
げ
あ
き

枝
成
彰
さ
ん
／
採
用
作
品
に
30
万
円

竹田市総合文化ホール「グランツたけた」開館記念  

「竹田市の歌」 作曲募集！
　　～新時代の瀧廉太郎 「荒城の月」の誕生を夢みて～

竹田市の歌
　

私は空
（作詞・川野里子）

私は空
そら

　私は草原
吹き渡る風にもなろう
見わたす限りこれがあなたの愛の大きさ
ああ　久住高原　ひとつの花が震えつつ咲く
あなたの愛を受け取るために

私は道　私は石垣
岩に咲く花にもなろう
名もない誰かが積みあげた石が城となるとき
ああ　岡城聳

そび

え　父のように母のように
あなたの力を見上げています

私は音　私は楽器
いまだ見ぬ明日を奏でよう
ここが確かに若いあなたの希望がいた場所
ああ　瀧廉太郎　兄のような弟のような
あなたの光を胸に灯して

私は水　私はせせらぎ
ほとばしる川にもなろう
はるか遠くへあれがあなたの語った未来
ああ　サンチャゴの鐘　煌

きら

めく川はその音
ね

を
乗せて
あなたの夢をはこんでゆきます
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●
そ
の
他

①
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

②
作
品
の
著
作
権
、
そ
の
他
一
切
の

権
利
は
、「
竹
田
市
」に
帰
属
し
ま
す
。

③
採
用
作
品
は
、
選
考
委
員
会
及
び

編
曲
者
に
よ
る
補
筆
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

④
応
募
は
、
指
定
の
応
募
用
紙（
竹

田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
、
氏
名（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
職
業（
学
校
）、
電
話

番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
を
記
入

し
、
メ
ロ
デ
ィ
に
歌
詞
を
記
入
し
た

任
意
の「
楽
譜（
用
紙
は
Ａ
４
タ
テ
）」、

歌
を
録
音
し
た「
Ｃ
Ｄ
」を
任
意
の
封

筒
に
入
れ
て
提
出
先
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い（
直
接
持
ち
込
み
可
）。

●
提
出
先

〒
８
７
８
―

８
５
５
５　

大
分
県
竹

田
市
大
字
会
々
１
６
５
０
番
地  

竹

田
市
役
所
文
化
政
策
課
内　
「
竹
田

市
の
歌
」作
曲
募
集
係

●
お
問
い
合
せ

竹
田
市
文
化
政
策
課　

☎
０
９
７
４

―

63
―

４
８
３
７  

FAX
０
９
７
４
―

63
―

０
９
９
５（
平
成
30
年
6
月
以
降
、
変

更
の
予
定
）　

E-m
ail

：bunka@
city.taketa.lg.jp

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
２
月
１
日
㈭
に

開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「グランツたけた」市民スタッフ募集

　

フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
客

様
を
お
迎
え
し
た
り
、
舞
台
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
自
主
公
演
を
支
え
た
り
、

趣
味
・
特
技
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト

企
画
等
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
感
動
」

を
つ
く
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

新
し
い
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
！
ご

参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

任
期

　

１
年（
5
月
～
２
０
１
９
年
４
月
）

条
件

①
高
校
生
以
上（
高
校
生
の
場
合
は
、

保
護
者
の
承
諾
書
が
必
要
）

②
研
修
に
参
加
で
き
る
方（
研
修
は

平
日
夜
間
と
土
・
日
を
予
定
）

③
月
１
～
３
回
、
６
時
間
程
度
の
活

動
が
で
き
る
方

募
集
期
間

　

２
月
１
日
㈭
～
３
月
31
日
㈯

申
込
方
法

　

申
込
用
紙
を
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
応
募
。
市
報
２

月
号
と
一
緒
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
裏

面
の
申
込
用
紙
を
ご
利
用
い
た
だ
く

か
、
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
申
込
み
先
・
お
問
い
合
せ

竹
田
市
文
化
政
策
課　

〒
８
７
８
―

８
５
５
５ 

竹
田
市
大
字

会
々
１
６
５
０
番
地

☎ 

０
９
７
４
―

63
―

４
８
３
７

FAX 

０
９
７
４
―

63
―

０
９
９
５ 

E-m
ail

：bunka@
city.taketa.lg.jp

グランツたけたで、皆さんと一緒に「感動」を
つくりませんか！

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」市
民
ス
タ
ッ
フ
募
集

「
感
動
」を
、あ
な
た
の
手
で
！

           「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

           

２
０
１
８
年
は
、
い
よ
い
よ
あ
な
た
の
出
番
で
す
。

竹田市総合文化ホール「グランツたけた」のお知らせ　
「多目的ホール キナーレ」の予約受付方法一部変更について

  「多目的ホール キナーレ」を１日（13時間）以上使用する場合は、
　13か月前から仮予約の受付が可能になります。　
　上記の条件を満たし、平成30年12月～平成31年３月の間に使用を希望する方については、平成30年２月１日より
仮予約の受付を開始します。

※1　抽選について
（ア）利用月の13か月前の１日～20日までに申請のあったものにつ

いて受付を行います。※この時点では先着順ではありません。
（イ）上記で申請があったもののうち、重複した場合には、後日、抽

選会を開催し、くじによる抽選を行います。
（ウ）抽選会に欠席の場合、対象から除外となります。
（エ）抽選会終了後は、先着順の受け付けとなります。

※2　ただし、大ホールに付帯して多目的ホールの使用申し込みが
あった場合は、多目的ホール単独利用を優先とします。その
場合には、抽選会前に別途ご相談させていただくことがあり
ます。

問竹田市文化政策課　☎0974-63-4837

1日（13時間）以上
使用の場合

13時間未満
使用の場合

予約受付
開　　始

利用月の13か月
前の１日から

 利用月の６ 
 か月前の１ 
 日から

決定方法
抽選 ※1、※2

（抽選会終了後は
先着順)

先着順
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「
平
成
30
年
竹
田
市
消
防
出
初
式
」

が
１
月
７
日
、
竹
田
市
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
署
員
や
消
防
団
員
な
ど
約

４
０
０
人
が
参
加
。
厳
粛
か
つ
凛
と

し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
統
制
の
取
れ

た「
人
員
服
装
点
検
」や「
放
水
点
検
」、

「
分
列
行
進
」等
を
会
場
に
詰
め
か
け

た
市
民
の
皆
さ
ん
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
活

動
に
従
事
さ
れ
た
方
な
ど
、
功
労
の

あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

昼
夜
を
問
わ
ず
、
地
域
防
災
の
要

と
し
て
活
動
し
て
い
る
消
防
署
・
消

防
団
員
の
皆
さ
ん
。
今
年
も
市
民
の

尊
い
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
強

い
使
命
感
を
持
っ
て
消
防
活
動
に
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

表
彰
受
章
者（
敬
称
略
）

竹
田
市
長
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章（
勤
続
15
年
以

上
）

竹
田
方
面
隊
／
渡
部
夕
樹
・
山
崎  

竜
介
・
村
上
健
太
郎
・
吉
野
秀
樹
・

阿
南
宏
平
・
阿
南
誠
治
・
渡
辺
龍

一
・
石
藤
基
弘
・
古
庄
直
哉
・
木
本

団

荻
方
面
隊
／
伊
藤
慎
弥
・
大
崎
晋
太

郎
・
小
出
隆
義

久
住
方
面
隊
／
麻
生
明
範
・
阿
曽
生

竜
也
・
阿
南
陽
一
・
田
邊
幹
男
・
大

塚
晃
士
・
衛
藤
勝
幸
・
渡
邉
大
志
・

渡
邉
雅
彦
・
足
立
和
義
・
足
達
京

悟
・
武
田
康
寛
・
内
那
大
輔

直
入
方
面
隊
／
小
野
真
吾
・
井
田
貴

久
・
甲
斐
善
之
・
吉
田
明
・
熊
田
卓

馬
・
小
代
一
成
・
工
藤
凡
倫

○
永
年
勤
続
退
団
者（
勤
続
10
年
以

上
）

竹
田
方
面
隊
／
中
山
章
三
・
内
海
真

悟
・
小
池
広
・
西
出
博
信
・
小
澤
洋

志
・
吉
野
基
直
・
菊
池
宏
・
河
野

善
憲
・
磯
野
俊
彦
・
久
保
賢
一
・
井

手
勝
隆
・
堀
厚
自
・
堀
邦
博
・
森
昭

二
・
阿
南
光
成
・
後
藤
嘉
明
・
原
田

寿
・
渡
辺
康
公
・
羽
田
野
勇
治

荻
方
面
隊
／
伊
東
数
美
・
徳
永
信

二
・
山
村
恭
二
・
浜
田
英
雄
・
赤
木

宏
幸
・
渡
辺
良
夫
・
大
森
栄
一
・
尾

仲
智
広
・
藤
原
亮
太
・
菅
洋
一
・
今

永
洋
平

久
住
方
面
隊
／
成
安
孝
充
・
志
賀
雅

己直
入
方
面
隊
／
工
藤
厚
己
・
古
荘
誠

一
・
川
越
健
至

○
消
防
協
力
者（
防
火
水
槽
用
地
等

無
償
提
供
者
）　

佐
藤
幸
生（
久
住
）・

佐
久
間
尚
一（
別
府
市
）

○
消
防
協
力
者（
詰
所
建
設
用
地
無

償
提
供
者
）　

成
安
孝
充（
久
住
）

竹
田
市
消
防
団
長
表
彰

○
優
良
団
員（
勤
続
10
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊
／
本
田
康
久
・
山
口
真

広
・
工
藤
大
介
・
後
藤
雅
人
・
堀
智

之
・
清
良
聡
史
・
加
藤
竜
介
・
石
井

智
也
・
衛
藤
慎
司

荻
方
面
隊
／
後
藤
大
賢
・
井
裕
平
・

白
石
誠
志
郎
・
高
倉
啓
輔
・
阿
南
正

樹
・
菅
竜
介
・
大
平
博
隆
・
伊
藤
勇

一
郎
・
内
藤
逸
・
相
馬
郁
史

久
住
方
面
隊
／
三
苫
克
也
・
渡
辺
規

昭
・
佐
藤
雅
夫
・
志
賀
邦
彦
・
工
藤

渉
・
渡
辺
誠
一
・
渕
哲
也
・
大
塚
洋

平直
入
方
面
隊
／
首
藤
匡
輔

平成30年竹田市消防出初式

↑服装点検を行う首藤市長ら点検者の皆さん

↑整然と行われた分列行進

↑市民の生命・財産を守る消防活動を期待します

↑日頃の訓練の成果を発揮した放水点検

平
成
30
年
竹
田
市
消
防
出
初
式

地
域
の
安
心･

安
全
の
確
保
に
努
め
ま
す
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昨
年
１
月
に
観
光
文
化
友
好
交
流

都
市
の
覚
書
を
結
ん
だ
台
湾
・
高
雄

市
田
寮
区
と
竹
田
市
。
こ
の
１
年
、

市
内
中
学
生
の
台
湾
派
遣
や
高
雄
市

の
訪
問
団
の
来
竹
な
ど
、
相
互
の
交

流
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　

１
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
、
20
人

か
ら
な
る
市
民
訪
問
団
が
高
雄
市
田

寮
区
を
訪
問
。
現
地
で
は
李り

堂ど
う

賓ひ
ん

区

長
を
始
め
と
す
る
皆
さ
ん
か
ら
熱
烈

な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
相
互
交
流
時
に
通
訳
と
し

て
尽
力
さ
れ
て
い
る
国
立
高
雄
餐さ
ん

旅り
ょ

大
学
の
郭か
く

子し

瑄げ
ん

先
生
を「
竹
田
市
観

光
親
善
大
使
」に
任
命
。
委
嘱
状
が

首
藤
市
長
か
ら
郭
先
生
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
田
寮
区
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、「
月

世
界
」や「
蓮れ
ん

池ち

潭た
ん

龍り
ゅ
う
こ
と
う

虎
塔
」な
ど
の

観
光
地
を
視
察
。

　

今
後
も
書
道
や
南
画
、
陶
芸
な
ど

の
芸
術
文
化
、
田
寮
区
に
も
湧
出
し

て
い
る「
炭
酸
泉
」を
基
軸
に
、
さ
ら

な
る
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
竹
田
市

と
田
寮
区
の
友
好
の
絆
を
深
め
て
い

き
ま
す
。

　

高
雄
市
は
日
本
統
治
時
代
に
つ
け

ら
れ
た
名
前
で
、
先
人
た
ち
の
技
が

随
所
に
見
ら
れ
る
建
物
や
、
現
在
も

利
用
さ
れ
て
い
る
港
や
鉄
道
な
ど
を

造
っ
た
こ
と
で
親
日
家
が
多
く
、
到

着
時
に
は
多
く
の
方
が
歓
迎
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

滞
在
中
は
、
観
光
文
化
友
好
交
流

都
市
の
調
印
式
会
場「
月
世
界
」や
バ

ナ
ナ
の
町
・
旗き

山ざ
ん

、
開
運
ス
ポ
ッ
ト

の
龍
虎
塔
な
ど
を
見
学
。
ま
た
、
竹

田
で
展
覧
会
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
書
道
家

の
陳ち
ん

世せ
い

憲け
ん

先
生
や
郭
子
瑄
先
生
の
ご

招
待
で
お
も
て
な
し
料
理
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

高
雄
市
は
フ
ル
ー
ツ
、
海
鮮
、
肉

類
等
食
材
の
宝
庫
。
今
後
は「
食
の

文
化
交
流
」を
行
い
な
が
ら
、
両
市

独
自
の
創
作
料
理
の
開
発
に
携
わ
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
訪
問
団
が
高
雄
市
に
到
着

す
る
や
い
な
や
、
李
堂
賓
区
長
を
始

め
と
す
る
多
く
の
皆
さ
ん
の
熱
烈
な

歓
迎
を
受
け
、
心
か
ら
感
動
し
ま
し

た
。
夕
食
時
に
は
、
郭
子
瑄
先
生
が

「
竹
田
市
観
光
親
善
大
使
」に
任
命
さ

れ
、
出
席
者
全
員
が
両
市
の
友
好
の

証
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
田
寮
区
長
を
表
敬
訪
問
。

区
の
職
員
の
方
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

両
市
の
関
係
を
ま
と
め
た
報
告
を
受

け
、
改
め
て
海
外
で
は
あ
り
な
が
ら

遠
く
な
い
高
雄
市
を
感
じ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

全
日
程
を
通
じ
て
、
高
雄
市
の
皆

さ
ん
の
熱
烈
な
歓
迎
ぶ
り
に
訪
問

団
全
員
大
変
驚
き
ま
し
た
。
今
度

は
、
私
た
ち
が
高
雄
市
の
皆
さ
ん
を

「
お
も
て
な
し
」す
る
番
で
す
。
竹
田

の
魅
力
を

十
二
分
に

発
信
し
て

い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

今
か
ら
会

え
る
日
を

楽
し
み
に

待
っ
て
い

ま
す
。

　

竹
田
市
と
国
際
姉
妹
都
市
の
ド
イ

ツ
・
バ
ー
ド
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市

へ
中
学
生
を
派
遣
し
、
相
互
の
交

流
を
深
め
る「
平
成
29
年
度
竹
田
市

中
学
生
国
際
交
流『
第
21
回
ド
イ
ツ

派
遣
』」の
帰
国
報
告
会
が
12
月
21
日
、

市
役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
市
内
中
学
生
12
人
が
参
加

し
、
12
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で
９
日

間
ド
イ
ツ
を
訪
問
。
現
地
の
中
学
生

と
の
交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
、

温
泉
施
設「
ヴ
ィ
タ
ク
ラ
シ
カ
」な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
生
徒
を
代
表
し
て

緑
ヶ
丘
中
学
校
の
藤
田
彩
乃
さ
ん

（
１
年
）が
あ
い
さ
つ
。「
こ
の
交
流

を
通
じ
て
、
文
化
の
違
い
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
と
同
時
に
、

伝
わ
っ
た
と
き
の
嬉
し
さ
や
伝
え
る

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
」と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
ド
イ
ツ
の
中
学
生
が
竹

田
市
を
訪
れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

な
が
ら
、
交
流
を
深
め
ま
す
。

観光文化友好交流都市
台湾・高雄市田寮区へ市民訪問団派遣

友好の絆を深めて

↑ドイツを訪問した皆さん

バードクロツィンゲン市と
国際交流

友好の絆を深めて

↑竹田市観光親善大使に任命された郭子瑄
先生

松尾　久住　さん
（直入・丸山）

↑蓮池潭龍虎塔を訪問

加藤　民江　さん
（竹田・吉田）

↑高雄市田寮区を訪問した市民訪問団の皆さん
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まちの出来事

初
日
の
出
に
バ
ン
ザ
イ
！

　

元
旦
の
恒
例
行
事
、「
２
０
１
８

年
荻
地
域
新
春
歩
こ
う
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
辺
り
が
暗
闇
に
包
ま
れ
て
い

る
中
、
集
ま
っ
た
参
加
者
は
１
０
４

人
。
吐
く
息
を
白
く
さ
せ
な
が
ら
、

参
加
者
た
ち
は
荻
公
民
館
か
ら
高
鼻

公
園
ま
で
の
約
５
キ
ロ
の
道
の
り
を

歩
き
ま
し
た
。

　

目
的
地
に
到
着
し
た
参
加
者
ら
は
、

初
日
の
出
を
眺
め
ら
れ
る
場
所
に
移

動
。
日
の
出
時
刻
を
過
ぎ
、
雲
が
か

か
る
山
々
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
太
陽
が

顔
を
の
ぞ
か
せ
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
最
高
齢
の
佐
藤
藤

夫
さ
ん（
84
歳
）の
発
声
で
、
バ
ン
ザ

イ
。
今
年
一
年
の
健
康
や
幸
せ
を

祈
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
８
日
、
竹
田
市
直
入
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で「
竹

田
市
学
童
野
球
教
室
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
大
分
市
出
身
の
内
川

聖
一
選
手（
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
）、
茶
谷
健
太
選
手

（
同
）、吉
田
裕
太
選
手（
千
葉
ロ
ッ

テ
マ
リ
ー
ン
ズ
）、
そ
し
て
シ
ド

ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
増
淵
ま

り
子
さ
ん（
淑
徳
大
学
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
監
督
）の
４
人
。
内

川
選
手
の
ご
両
親
が
竹
田
市
出
身

と
い
う
こ
と
で
今
回
の
教
室
が
実

現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
教
室
に
は
、
市
内
７

つ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
１
２

３
人
が
参
加
。
子
ど
も
た
ち
は
内

川
選
手
ら
か
ら
打
撃
練
習
や
捕

球
・
送
球
動
作
の
実
技
指
導
を
受

け
ま
し
た
。

　

城
原
Ｊ
ス
タ
ー
ズ
の
上
島
仁
く

ん（
６
年
）は「
内
川
選
手
か
ら
打

撃
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
取
り
方
を
分

か
り
や
す
く
教
わ
っ
た
。
練
習
や

試
合
に
生
か
し
た
い
」、
荻
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
尾
崎
泰
地
く
ん

（
６
年
）と
大
崎
凌
太
郎
く
ん（
６

年
）は「
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
練
習
し

て
内
川
選
手
み
た
い
な
プ
ロ
野
球

選
手
に
な
り
た
い
」と
声
を
揃
え

て
話
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
た
内
川

選
手
は「
祖
父
母
が
暮
ら
す
竹
田

に
子
ど
も
の
頃
か
ら
よ
く
帰
っ
て

き
て
い
た
。
そ
の
自
然
や
温
泉
が

豊
か
な
竹
田
に
育
て
て
も
ら
っ
た

と
い
う
思
い
が
あ
る
。
そ
の
意
味

で
今
回
の
野
球
教
室
の
開
催
は
本

当
に
嬉
し
い
。
指
導
し
た
子
ど
も

た
ち
の
中
か
ら
将
来
プ
ロ
野
球
選

手
が
生
ま
れ
て
く
れ
れ
ば
」と
期

待
を
込
め
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

日
本
古
来
の
正
月
遊
び「
た
こ
あ

げ
」を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
こ
う

と
、
竹
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
主
催
の「
第
31
回
新
春
た
こ
あ
げ

大
会
」が
１
月
３
日
、
竹
田
市
総
合

運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

親
子
連
れ
な
ど
約
１
０
０
人
の
参

加
者
た
ち
は
、
ビ
ニ
ー
ル
を
使
っ
た

凧
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
や
今
年
の
目
標
を

書
い
た
色
と
り
ど
り
の
凧
が
完
成
し
、

青
空
に

舞
い
上

が
る
と
、

あ
ち
こ

ち
で
歓

声
が
あ

が
っ
て

い
ま
し

た
。

　

竹
田
の
新
春
を
飾
る「
第
41
回
相

良
慶
隆
杯
竹
田
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」が
１
月
２
日
、
竹
田
市
総
合
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
大
会
に
は
11
種
目
に
１
１
９
人

が
エ
ン
ト
リ
ー
。
新
春
の
や
わ
ら
か

な
陽
差
し
の
も
と
、
選
手
た
ち
は

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
健
脚
を
競
い
ま

し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。〔
１

位
の
み
掲
載
・
敬
称
略
〕

小
学
生
１
〜
３
年
男
子
１
㎞　

酒
井
希
竜

（
の
ぞ
み
が
丘
小
）▽
小
学
生
１
〜
３
年
女

子
１
㎞　

柏
木
美
虹（
直
入
小
）▽
小
学
生

４
〜
６
年
男
子
１
・
５
㎞　

野
田
慎
一
郎

（
下
郡
小
）▽
小
学
生
４
〜
６
年
女
子
１
・

５
㎞　

松
村
瑞
羽（
大
分
市
）▽
中
学
生
男

子
３
㎞　

宮
崎
龍
玄（
直
入
中
）▽
中
学
生

女
子
２
㎞　

浅
倉
愛（
久
住
中
）▽
高
校
生

男
子
５
㎞　

佐
野
汰
知（
竹
田
高
）▽
高
校

生
女
子
３
㎞　

賀
籠
六
里
歩（
大
分
東
明

高
）▽
一
般
男
子
３
㎞　

佐
田
修
一（
竹
田

市
）▽
一
般
男
子
５
㎞　

安
藤
泰
英（
愛
知

県
）▽
一
般
女
子
３
㎞　

野
仲
典
子（
大
分

市
）

穏
や
か
な
新
春
、
沸
き
立
つ
歓
声

新年のスタートダッシュ！

たこあげを次の世代へ

↑初日の出に向かってバンザイ！

↑“マイ”凧を手にする子どもたち

↑内川選手から打撃フォームを学ぶ子どもたち

↑子どもたちにアドバイスを送る内川選手

憧れのプロ野球選手から実技指導
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竹
田
市
中
心
市
街
地
に
整
備
さ
れ

る
城
下
町
交
流
拠
点
施
設（
竹
田
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）と

岡
城
跡
・
竹
田
城
下
町
歴
史
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー（
仮
称
））。
こ
の
施
設

の
基
本
設
計
説
明
会
が
12
月
23
日
、

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
50
人
が
参
加
し
た
説
明
会
で
は
、

基
本
設
計
を
担
当
す
る
隈
研
吾
建
築

都
市
設
計
事
務
所
が
、
設
計
案
を
模

型
や
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
い
な
が
ら
説

明
。
城
下
町
と
旧
竹
田
荘
と
を
繋
ぐ

「
長な
が
屋や

門も
ん
」が
コ
ン
セ
プ
ト
の
歴
史
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
博
物
館
と
竹

田
荘
・
画
聖
堂
を
繋
ぐ
ア
ー
ト
ト
ラ

ム（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）を
取
り
入
れ
た

案
を
提
示
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は
町
屋
の
商
家
に
見
ら
れ

る「
通と
お
り
庭に
わ
」の
形
式
を
導
入
し
、
賑

わ
い
を
生
み
出
す
竹
組
み
が
シ
ン
ボ

ル
の
竹
田
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
外

観
と
、
機
能
性
を
備
え
た
設
計
案
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
通
り
に
面
し
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

車
両
の
進
入
や
利
用
者
の
道
路
へ
の

飛
び
出
し
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
安

全
面
に
十
分
な
配
慮
を
」「
ア
ー
ト
ト

ラ
ム
は
周
囲
の
風
景
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
考
え
て
」な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
３
月
の
完
成
、
同
年
秋

の
開
館
に
向
け
て
、
今
回
出
さ
れ
た

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
施
設
の

設
計
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

生
活
習
慣
病
か
ら

　

腎
臓
を
守
る
た
め
に

　

生
活
習
慣
病
が
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
と
さ
れ
る
腎
臓
の
働
き
を
知
り
、

そ
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
進
め
て
も
ら
お
う
と
１
月
13

日
、「
肝
腎
か
な
め
の
腎
臓
を
守
る

講
演
会
」が
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
１
７
０
人
が
参
加
し
た
講
演
会

で
は
、
講
師
の
医
療
法
人
社
団 

三

杏
会 

仁
医
会
病
院（
大
分
市
）の
阿

部
克
成
先
生
が「
糖
尿
病
・
高
血
圧

か
ら
腎
臓
を
守
る
」と
題
し
て
講
演
。

阿
部
先
生
は
塩
分
の
過
剰
摂
取
が
高

血
圧
を
引
き
起
こ
し
、
腎
臓
病
な
ど

の
疾
患
を
発
症
さ
せ
て
い
る
こ
と
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。「
１

日
の
塩
分
摂
取
量
は
皆
さ
ん
が
考
え

て
い
る
以
上
に
多
い
。
塩
分
の
計

測
計
を
使
う
な
ど
し
て
塩
分
量
を
細

か
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切
」

と
話
し
、「
減
塩
、
毎
日
１
回
以
上

の
血
圧
の
測
定
、
肥
満
の
解
消
、
適

度
な
運
動
の
４
つ
が
腎
臓
病
を
予
防

し
、
改
善
す
る
た
め
に
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
」と
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

　

１
月
13
日
、
都
野
小
学
校
で「
第

５
回
ふ
る
さ
と
学
習
発
表
会
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
が
地
域
の
文
化
財
や
温
泉
施

設
等
に
つ
い
て
担
当
者
に
話
を
聞
く

な
ど
し
、
学
習
し
た
こ
と
を
劇
や
ス

ラ
イ
ド
で
発
表
。

　

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

内
容
に
、
地
域
の
人
や
保
護
者
か
ら

大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

竹田らしい賑わいを
生み出す施設を

ふるさと都野の
　　　魅力再発見

↑完成予想図（上：竹田市コミュニティセン
ター、下：岡城跡・竹田城下町歴史文化交
流センター）

瀧廉太郎記念館名誉館長に

三
さ え ぐ さ

枝成
し げ

彰
あ き

さんが就任　
　「瀧廉太郎記念館」（竹田市寺町）の名誉館長
に作曲家の三枝成彰さんが就任することが決
まり、１月25日、同施設で就任式が行われま
した。
　三枝さんは、オラトリオ「ヤマトタケル」
やオペラ「千の記憶の物語」、映画音楽「椿姫」、

「優駿ORACION」等、数多くの作品を手掛け、
2007年には紫綬褒章を受章。翌年にはオペラ

「Jr.バタフライ」の作曲・上演に対し「2008年
プッチーニ国際賞」を日本人で初めて受賞す
るなど、日本の音楽界の第一人者として活躍
されています。
　初代名誉館長の故・筑紫哲也さんとの親交
が深く、瀧廉太郎についての研究も熱心な三
枝さんは「廉太郎の思い出の場所が残されて
いるのは全国でこの記念館だけ。世代を超え
て廉太郎の曲を歌い継いでいくために、こ
の地から情報発信していきたい」と就任にあ
たってあいさつ。今後、三枝さんに意見をい
ただきながら、記念館の運営と瀧廉太郎の顕
彰について取り組みを進めていきます。

↑腎臓を守るための方法を分かりやすく説明す
る阿部先生
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私たち、地域おこし協力隊です

　

私
た
ち
地
域
お
こ
し
協
力
隊（
金

藤
幸
治
、
齋
藤
崇
、
川
崎
哲
治
）の

３
人
は
現
在
、
久
住
地
域
肉
用
牛
ヘ

ル
パ
ー
組
合
の
肉
用
牛
ヘ
ル
パ
ー
と

し
て
、市
内
の
肉
用
牛
繁
殖
農
家（
組

合
員
数
61
戸
）の
飼
養
管
理
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

畜
産
ヘ
ル
パ
ー
は
、
協
力
隊
の
ヘ

ル
パ
ー
の
ほ
か
に
、
以
前
か
ら
在
籍

し
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
が
３
人
の
６
人

体
制
。
主
な
飼
養
管
理
業
務
内
容

は
、
飼
料
や
水
の
給
与
、
家
畜
の
観

察
、
牛
舎
等
の
清
掃
と
な
っ
て
い
ま

す
。
夏
の
暑
い
日
や
、
冬
の
寒
い
日

な
ど
は
辛
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り

ま
す
が
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
励
ま
し

や
、
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
、
ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
に
よ
り

「
休
日
が
で
き
た
こ
と
で
心
と
体
に

ゆ
と
り
が
で
き
た
」、「
安
心
し
て
外

出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
息
抜

き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ス
ト
レ

ス
解
消
が
で
き
る
」、「
家
畜
の
状
態

を
教
え
て
く
れ
る
の
で
助
か
る
」な

ど
、
多
く
の
喜
び
の
声
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
い
て
、
私
た
ち
も
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
畜
産

農
家
の
皆
さ
ん
の
役
に
立
て
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
協
力
隊
に
つ
い
て
は
活
動

期
間
が
３
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
期
間
を
満
了
し
た
ら
協
力
隊
と

し
て
の
活
動
は
で
き
な
く
な
り
ま
す

が
、
私
た
ち
は
竹
田
市
の
す
ば
ら
し

い
自
然
環
境
、
歴
史
と
文
化
に
魅
力

を
感
じ
て
応
募
し
採
用
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
期
間
満
了
後
も
引

き
続
き
ヘ
ル
パ
ー
で
の
活
動
や
、
畜

産
業
で
起
業
す
る
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
少
し
で
も
竹
田

市
の
畜
産
振
興
の
役
に
立
て
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

私
た
ち
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
す

地
域
を
変
え
て
い
く
新
し
い
力

畜産ヘルパー

平成29年度地域おこし協力隊活動報告会

“おせったいな午後”
　市民の皆さんとコミュニケーションを図り
ながら、協力隊の具体的な活動を伝え、協力
隊への認知度、共感度を上げることを目的と
して、地域おこし協力隊活動報告会「おせっ
たいな午後」を開催します。
　当日は、協力隊員とのグループワークの場
を設けるととももに、協力隊ブースでは日頃
の活動の一端をご覧いただけます。また、地
域の特産物を生かした “おせったい” も準備し
ています。協力隊員との交流の場にぜひお越
しください。（入場無料）
日時　２月25日㈰
　　　午後１時～４時（12時30分開場）
会場　竹田市総合社会福祉センター

　

竹
田
市
で
は
少
子
高
齢
化
・
過
疎

化
に
伴
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱

体
化
に
対
し
、「
農
村
回
帰
宣
言
」を

標
榜
し
、
自
分
ら
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
地
方
に
求
め
る
方
々
を
中
心

に
、
全
国
か
ら
竹
田
市
へ
の
移
住
を

促
す
政
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ

の
成
果
と
し
て
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
若
者
に
お
す
す
め
の
田
舎
」部

門
の
第
１
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
な
ど
、

全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
移
住
希
望
地

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
現
在
、「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」と
し
て
40
人
が
竹

田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ま
ち
づ
く

り
の「
つ
ぼ
み
」を
花
開
か
せ
る
た
め
、

平
成
30
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

募
集
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
募

集
要
項
、
応
募
用
紙
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新

着
情
報
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

募
集
締
切　

３
月
２
日
㈮

募
集
内
容　

①
文
化
振
興
に
関
す
る

活
動（
新
文
化
ホ
ー
ル
の
運
営
）　

②

畜
産
の
振
興
に
関
す
る
活
動（
畜
産

ヘ
ル
パ
ー
）　

③
観
光
振
興
、
国
際

観
光
案
内
所
に
関
す
る
活
動　

④
内

水
面
産
業
の
推
進
に
関
す
る
活
動

（
ど
じ
ょ
う
・
エ
ノ
ハ
）　

⑤
企
画
提

案
部
門（
そ
の
他
地
域
お
こ
し
活
動
）

問
竹
田
市
企
画
情
報
課
ま
た
は
各
支

所
地
域
振
興
課　

☎
63
―

４
８
０
１

（
企
画
情
報
課
）

↑地域おこし協力隊員と話をしてみませんか？
　（写真は昨年の様子）

平
成
30
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集

魅
力
溢
れ
る
竹
田
で
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～／平成30年度有害鳥獣被害防止対策事業

名水、高原、ヒトの愛— 

竹田市が育む、
たおやかで滋味深い作物たち。

第８回　ピーマン

竹田ピーマンと
干しエビのかき揚げ

「竹田うまれ」…竹田で育まれた７種類の作物を紹介
https://www.city.taketa.oita.jp/taketaumare/

材料（２人分） 作り方
・ピーマン…………………３個
・玉ねぎ（小）……………１玉
・桜エビ………………大さじ２
・車

くるまふ

麩（※１）……………１枚
・揚げ油……………………適量
  （※１）なければお麩で代用

【Ａ】
・塩…………２g
・片栗粉…………大さじ３
・小麦粉…………大さじ５
・炭酸水（冷たいもの）…適量

①　ピーマンは丸ごと（※２）縦半分に切り、さらに半分を６等分に切
る。玉ねぎは1.5センチ角に切る。

　（※２）ヘタと種を除くのが一般的ですが、新鮮なピーマンは丸ごと
調理しましょう。

②　車麩は１枚を水につけ、重しをして戻す。水気をしぼり２センチ
幅に切る。

③　ボウルに【Ａ】と①、②、桜エビを入れて炭酸水を少しずつ加え、さっ
くりとかき混ぜる。

④　160℃の揚げ油に、③をスプーンで落とし入れてカラリと揚げる。
　　塩を添えていただきます！

　

市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作

物
被
害
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

農
家
が
設
置
す
る
電
気
柵
及
び
防
護

柵
の
資
材
購
入
に
対
し
、
予
算
の
範

囲
内
で
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
30
年
度
も
同
様
の
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
の
で
、
助
成
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
竹
田
市
農
政
課
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
課
産
業
建
設
係
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　

２
月
５
日
㈪
～
３
月
９
日
㈮

制
度
の
概
要

○
県
単
電
気
柵

■
補
助
要
件

・
設
置
延
長
２
０
０
㍍
以
上
で
あ

る
こ
と

・
電
気
柵
資
材
を
セ
ッ
ト
で
購

入
す
る
こ
と
（
２
段
張
り
で

２
０
０
㍍
以
上
設
置
で
き
る
資

材
内
容
で
あ
る
こ
と
。
イ
ノ
シ

シ
・
シ
カ
併
用
電
気
柵
に
つ
い

て
は
５
段
張
り
で
２
０
０
㍍
以

上
設
置
で
き
る
資
材
内
容
で
あ

る
こ
と
）

◆
補
助
率

・
３
分
の
２
以
内
（
標
準
経
費
が

上
限
）

○
市
単
電
気
柵
・
防
護
柵

■
補
助
要
件

・
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
の
た
め
に

設
置
す
る
電
気
柵
及
び
防
護

柵
の
資
材
で
あ
る
こ
と
（
音
や

光
で
防
護
す
る
機
器
及
び
電
池
、

バ
ッ
テ
リ
ー
は
不
可
）

◆
補
助
率

・
３
分
の
１
以
内
（
資
材
費
合
計

３
万
円
以
上
が
対
象
）

※
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
度
の
も
の
を
記
載
し
て
い
ま

す
。
補
助
内
容
に
つ
い
て
制
度
改
正

で
一
部
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
電
気
柵
資
材
セ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
県
単
事
業
を
優
先
し
ま
す

が
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
助
成
と
な

り
、
市
単
事
業
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
農
政
課
林
業
振
興
室

☎
63
―

４
８
０
５

平
成
30
年
度

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
の
ご
案
内

事業内容 標準経費 補助率2/3以内

県単電気柵
（２段張り）

48,000円/セット
※延長200ｍ

57,429円/セット
※延長300ｍ

79,894円/セット
※延長400ｍ 

（上限32,000円)
※延長200ｍ

（上限38,286円）
※延長300ｍ

（上限53,263円）
※延長400ｍ

県単電気柵
（イノシシ・

シカ併用、
５段張り）

 87,000円/セット
※延長200ｍ

110,900円/セット
※延長300ｍ

134,801円/セット
※延長400ｍ

（上限58,000円）
※延長200ｍ

（上限73,934円）
※延長300ｍ

（上限89,868円）
※延長400ｍ
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　　　　　　　　　 今年度の健診を受けられる期限は、２月28日㈬までです。
未受診の方はぜひ受診をお願いします。問竹田市保険健康課　☎63-4810

２月
木 THU 金 FRI 土 SAT 2018年（平成30年）

1 2 3
・竹田温泉「花水月」休館日
・陽目の里「名水茶屋」（～３／31

まで冬季休業）
・平成28年分の贈与税の申告（～

３／15）
・第２回竹田市農業委員会総会
　13:30～（市役所本庁３階会議室

1・2）
・健幸教室「始めよう健幸づくり」 

13:30-15:00（直入Ｂ＆Ｇ海洋セ
ンター）

・健幸運動教室「体にいいね！教
室」  14:00-15:00（直入Ｂ＆Ｇ海
洋センター）

8 9 10
・竹田温泉「花水月」休館日
・５歳児健診　13:00～受付（竹

田市総合社会福祉センター）
・健幸教室「自分の体を振り返

ろう」 13:30-15:00（直入Ｂ＆Ｇ
海洋センター）

・おはなしルーム　14:00-14:30
（竹田幼稚園）

・健幸運動教室「体にいいね！教
室」  14:00-15:00（直入Ｂ＆Ｇ海
洋センター）

15 16 17
・竹田温泉「花水月」休館日
・旧竹田市老人ホーム南山荘の不用物品

「事前下見会」　10:00-17:00（旧竹田市
老人ホーム南山荘）

・こころの健康相談  13:30-15:30（荻支所）
☎63-3346（竹田市心の相談支援事業
所）※要予約（相談日の前日午前中ま
で）

・健幸教室「温泉と健康づくりとは」 　
13:30-15:00（直入Ｂ＆Ｇ海洋センター）

・おはなしルーム　14:00-14:30（南部幼
稚園）

・平成29年分の所得税および復興特別所
得税の確定申告（～３／15）

・第20回岡藩城下町雛まつりオープニン
グセレモニー　10:00～（竹田創生館） 
10:30~花もち作り（竹田町商店街）

・第20回岡藩城下町雛まつり（３／11ま
で  ※展示は16:00まで）

・パソコン農業簿記（確定申告指導会） 
10:00-16:00（市役所本庁３階会議室５）

・健幸運動教室「体にいいね！教室」  　
14:00-15:00（直入Ｂ＆Ｇ海洋センター）

・司法書士無料法律相談  9:00-12:00（竹
田市公民館竹田分館）  ☎63-1408(後藤
聰司法書士事務所)

・春季県体第60回記念県内一周大分合
同駅伝競走大会竹田市チーム結団式 
10:00～（市役所本庁庁議室）

・中西義昌さんの城郭講座　10:00まで
に岡城駐車場集合　※参加費500円　
☎080-5252-3191（岡の里事業実行委
員会・衛藤）

・第３回合同企業就職相談会  12:30～受
付 13:00-16:00（竹田市総合社会福祉セ
ンター）

22 23 24
・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談　10:00-15:00（大分

県豊肥振興局） ☎63-1171（豊肥振興局）※要
予約

・旧竹田市老人ホーム南山荘の不用物品「せり
売り」　13:00～受付　14:00～せり売り（旧竹
田市老人ホーム南山荘）

・健幸教室「食事について」　13:30-15:00（直入
Ｂ＆Ｇ海洋センター）

・健康づくり教室「やさしいストレッチ」 14:00-
15:00（竹田市総合社会福祉センター）

・精神保健福祉相談　14:00-16:00（大分県豊肥
保健所）　☎0974-22-0162（豊肥保健所）※要
予約

・たけた見本市～春の芽吹き展
2018～（～25日）（Ｒ&Ｓ旧馬場
家具倉庫）※入場無料

・パソコン農業簿記（確定申告
指導会）　10:00-16:00（市役所
本庁３階会議室５）

・健幸運動教室「体にいいね！
教室」  14:00-15:00（直入Ｂ＆Ｇ
海洋センター）

【今月の行政なんでも相談所】
地域 相　談　日 時　間 開　催　場　所

竹　田

２月21日㈬ 10：00～12：00

竹田市総合社会福祉センター　相談室
荻 荻公民館　幼児室

久　住 久住公民館　健康相談室
直　入 直入支所　小会議室

行政なんでも相談のお問い合わせは、行政相談委員まで。 「困ったら一人で悩まず行政相談！」
〔竹田〕阿南　　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤　孝幸　☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一　☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明　☎75-2426

特定健診のお知らせ

担当する民生児童委員が決まりました
　竹田西部地域の吉田、中尾、恵良の各自治
会を担当する民生児童委員が河野太さん（吉
田）に、久住地域の今村、青柳、加良登、境川、
加生島の各自治会を担当する民生児童委員が
井誠一郎さん（今村）にそれぞれ決まりました。
問竹田市社会福祉課　☎63-4811

長寿いきいきプラン（第７期高齢
者福祉計画・介護保険事業計画）案
に対するパブリックコメント
を募集します
期　　間　２月13日㈫～27日㈫
閲覧場所　竹田市高齢者福祉課・竹

田市公式ホームページ
問竹田市高齢者福祉課　☎63-4809

人権学習学級
　どなたでも自由に受講でき
ますので、ぜひお気軽にご参
加ください。
日時　２月21日㈬午後３時～
会場　市役所本庁３階会議室
内容　『インターネットと人

権』
講師　ハイパーネットワーク

社会研究所　副所長　
渡辺律子さん

※受講を希望される方は事前
にご連絡ください。
問竹田市生涯学習課
　☎63-4817

２月は「相続登記はお済
みですか月間」です
　各司法書士事務所が、遺産
分割、遺言などの相続に関す
る問題と登記手続きの相談に
応じます。
期間　２月１日～28日　午前

９時～午後４時（土・
日・祝日を除く）

※期間中の相談は無料
問大分県司法書士会
　☎097-532-7579

今月のよりそいカフェ
（認知症予防カフェ）

【竹田】
・２月２日・16日㈮  13:30-15:30 
　古町商栄会

【荻】
・２月13日・27日㈫  13:00-15:00 
　荻「しらみず」

【久住】
・２月13日㈫・22日㈭  13:00-15:00
　久住「りんどう」

【直入】
・２月９日・23日㈮  13:00-15:00 
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・２月８日・15日㈭  13:00-15:00 
　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・２月７日㈬  13:00-15:00 　
　入田分館
・２月13日㈫  13:00-15:00  
　嫗岳分館
・２月21日㈬  13:00-15:00  
　宮砥分館

【都野】
・２月７日㈬  13:30-15:30 　
　くたみたきのう館
・２月17日㈯  13:30-15:30　
　グループホームくたみのもり
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たけたん情報
日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

4 5 6 7
・第26回B&G財団会長杯争奪直

入少年柔道大会　9:00～開会
式（竹田市直入B&G海洋セン
ター体育館２階柔道場）

・第11回和気藹音コンサート
   13:00-15:00（久住公民館くじゅ

うサンホール）

・荻の里温泉休館日
・平成30年度公立幼稚園入園説

明会・面接　14:00～（南部幼
稚園）  15:00～（竹田幼稚園・
直入幼稚園）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
田市立図書館おはなしひろば）

・こころの健康相談 13:30-15:30
（直入支所）  ☎63-3346（竹田市

心の相談支援事業所）※要予約
（相談日の前日午前中まで）

・健幸運動教室「ストレッチ・筋
トレ教室」  14:00-15:00（直入Ｂ
＆Ｇ海洋センター）

・水の駅おづる休業日
・１歳６か月児健診  13:00～受

付 （竹田市総合社会福祉セン
ター）

11 建国記念の日 12 13 14
・竹田市歩こう会「小富士山参

拝」 9:00までに廣瀬神社集合 
☎62-2501（山本）

・豊肥子牛市場　9:30～せり開
始（豊肥家畜市場）

・おはなしひろば　10:30-11:00
（竹田市立図書館おはなしひ

ろば）
・健幸運動教室「ウォーキング

教室」 14:00-15:00（直入Ｂ＆Ｇ
海洋センター）

・もぐもぐ教室　9:30-12:00（竹
田市総合社会福祉センター）

18 19 20 21
・荻の里温泉休館日 ・豊肥成牛市場  9:30～せり開始（豊

肥家畜市場）
・おはなしひろば　10:30-11:00（竹

田市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室「ストレッチ・筋ト

レ教室」  14:00-15:00（直入Ｂ＆Ｇ
海洋センター）

・春季県体第60回記念県内一周大
分合同駅伝競走大会【竹田入り】 
14:37頃（竹田市役所前フィニッ
シュ）

・温泉療養文化館「御前湯」休館日・長湯おんせ
ん市場休業日

・春季県体第60回記念県内一周大分合同駅伝
競走大会【竹田発】  8:00（竹田市役所前スター
ト）

・年金相談［完全予約制］ 10:00-15:00（竹田市高
齢者いきいき交流センター）

・大分県行政書士会無料相談会 13:00-16:00（大
分県行政書士会〔大分市〕）  ☎097-537-7089 

（大分県行政書士会事務局）
・人権学習学級「インターネットと人権」〔講師〕

渡辺律子さん（ハイパーネットワーク社会研
究所）  15:00～（市役所本庁３階会議室）

25 26 27 28
・竹田市歩こう会「吉野梅園(大

分市)」 9:30までに竹田温泉花
水月集合  ☎62-2501（山本）

・荻方面隊火災防御訓練及び
避難誘導訓練　10:00～（荻支
所、荻の苑周辺）

・地域おこし協力隊活動報告会
「おせったいな午後」　13:00-

16:00（竹田市総合社会福祉セ
ンター）

・おはなしひろば　10:30-11:00（竹
田市立図書館おはなしひろば）

・こころの健康相談　13:30-15:30
（竹田市総合社会福祉センター） 

☎63-3346（竹田市心の相談支援
事業所）※要予約（相談日の前日
午前中まで）

・健幸運動教室「ウォーキング教室」 
14:00-15:00（直入Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター）

・久住地域腹部超音波検査
　8:00-10:00（白丹公民館）
　※検査料3,240円

【納期限】国民健康保険税11期、
介護保険料・後期高齢者医療
保険料⒏期

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。   問竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

「平成30年度水質検査計画」を策定しました
　竹田市上下水道課では、水道水の安全確保のため、水道法に基
づき定期的な水質検査を行っています。
　水道法の施行規則では、新年度に実施する水質検査の内容につ
いて「水質検査計画」を策定し、需要者へ公表することとされてい
ます。
　これに伴い、竹田市上下水道課では「平成30年度水質検査計画」を
策定しました。３月１日㈭から閲覧が可能となりますので、ご希望
の方は竹田市上下水道課までお越しください。
問竹田市上下水道課　☎63-4836

大会開催中の車両の走行にご注意ください
　次の大会開催中に参加選手が道路を走行します。車両で通
行される際は、十分に注意してください。
●春季県体第60回記念県内一周大分合同駅伝競走大会
　２/20㈫　14:00-15:00（片ケ瀬～竹田城下町～市役所）
　２/21㈬　8:00-9:30（市役所～久住～長湯）
●第31回岡の里名水マラソン大会
　３/４㈰ 10:00-16:00（竹田市総合運動公園～入田～嫗岳

～宮砥）
問竹田市生涯学習課　☎63-4817

■2018年３月上旬の主な予定
　３月１日㈭　・久住地域腹部超音波検査　8:00-10:00（都野公民館）※検査料3,240円
　　　　　　　・障がい児・障がい者家族交流会　13:30-15:30（竹田市高齢者いきいき交流センター）
　３月２日㈮　・久住地域腹部超音波検査　8:00-10:00（久住公民館）※検査料3,240円
　　　　　　　・無期転換実現！労働相談110番　10:00-19:00（大分県労連事務所）
　　　　　　　　☎0120-378-060 ※電話・面談で相談に応じます。相談無料
　３月３日㈯　・ひいなあそび　10:00-13:00（コミュニティーセンター建設予定地（竹田市本町））
　３月４日㈰　・第31回岡の里名水マラソン大会   9:00～開会式   10:00スタート  ※竹田市総合

運動公園スタート・フィニッシュ
　３月９日㈮　・第20回岡藩城下町雛まつり「流し雛」　10:30～（JR豊後竹田駅前稲葉川河川敷）

月
間
・
そ
の
他

〇相続登記はお済みですか月間
〇北方領土返還運動全国強調月間
〇サイバーセキュリティ月間
　（～３／18）
〇冬の省エネルギー月間
〇「はたちの献血」キャンペーン

（～２／28）
〇個人事業者の消費税および地方

消費税の確定申告（～３／31）
〇緑の募金（～５／31）
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展
　
示

た
け
た
見
本
市

　

   

～
春
の
芽
吹
き
展
２
０
１
８
～

　

農
村
回
帰
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た

移
住
政
策
や
竹
田
総
合
学
院
Ｔ
Ｓ
Ｇ

の
整
備
な
ど
を
通
じ
て
、
現
在
約
40

人
の「
つ
く
り
手
」が
竹
田
市
に
移
住

し
、
制
作
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
10
人
の
作
家
に
よ
る
作
品
の

展
示
販
売
会
を
行
い
ま
す
。
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
た
竹
田
市
で
生
ま
れ

た
作
品
と
、
つ
く
り
手
た
ち
に
会
い

に
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
23
日
㈮
〜
25
日
㈰

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

場
所　

Ｒ
＆
Ｓ
旧
馬
場
家
具
倉
庫

（
竹
田
市
大
字
竹
田
町
４
５
５
）

※
入
場
無
料

参
加
作
家　

阿
部
麻
海（
漆
）、
小
河

眞
平（
皮
革
）、
甲
斐
哲
哉（
陶
器
）、

志
水
聡
香（
絵
画
）、
末
岡
美
穂（
布
）、

髙
木
逸
夫（
陶
磁
）、
豊
田
豪
史（
木

工
）、
中
山
秀
斗（
竹
）、
西
村
和
宏

（
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）、

山
田
俊
吾（
磁
器
）

問
竹
田
市
企
画
情
報
課

☎
63
―

４
８
０
１

タ
ケ
タ
カ
ラ
箱
タ
カ
ギ
イ
ツ
オ
展

　

竹
田
に
移
住
し
て
12
年
。
宮
砥
で

活
動
し
て
い
る
陶
芸
家
の
髙
木
逸
夫

さ
ん
が
、
初
め
て
の
大
々
的
な
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
７
日
㈬
～
15
日
㈭

午
前
11
時
～
午
後
５
時　

※
13
日
㈫

を
除
く

場
所　

た
け
た
か
ら（
竹
田
市
竹
田

町
２
３
３
―

１
）

内
容　

無
風
窯
で
制
作
し
た
器
等
約

１
０
０
点
を
展
示

問
た
け
た
か
ら　

☎
０
９
７
４
―

70
―

５
３
２
３ 

大
分
県
立
美
術
館

「
歌
心
と
絵
ご
こ
ろ
の
交
わ
り
」

～
二
豊
路 

漂
泊
の
画
人 

佐
藤
溪
と

俳
人   

種
田
山
頭
火
～

　

大
分
県
立
美
術
館
で
は
、
旅
を
通

し
て
自
ら
の
芸
術
を
追
求
し
た
、
詩

人
で
画
家
の
佐
藤
溪
と
、
俳
人
の
種

田
山
頭
火
の
仕
事
に
注
目
し
、
旅
と

ア
ー
ト
の
関
わ
り
を
、
絵
と
こ
と
ば

の
両
面
か
ら
た
ど
る
展
覧
会
を
開
催

し
ま
す
。

期
日　

２
月
９
日
㈮
～
３
月
11
日
㈰

会
場　

大
分
県
立
美
術
館
３
階
展
示

室
Ｂ

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
７
時

※
金
・
土
は
午
後
８
時
ま
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
山
頭
火
の
世
界
を
味
わ
う
」

日
時　

３
月
３
日
㈯　

午
後
２
時
～

３
時
30
分

場
所　

竹
田
市
公
民
館
竹
田
分
館

講
師　

藤
原
嘉
久
さ
ん（
俳
句
作
家
）

定
員　

30
人

申
込
方
法　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

はapp@
opam

.jp

へ
、
件
名
に
イ

ベ
ン
ト
名
、
本
文
に
氏
名
と
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
先
着
順
）

問
大
分
県
立
美
術
館　

☎
０
９
７
―

５
３
３
―

４
５
０
０

確
定
申
告

申
告
相
談
会
場
を
開
設
し
ま
す

　

税
務
署
が
開
設
す
る
申
告
相
談
会

場
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
書
は
会
場
内
で
作
成
・
提
出

で
き
ま
す
が
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
作
成
し
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る

送
信
ま
た
は
印
刷
し
て
郵
送
等
に
よ

り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所　

竹
田
税
務
署
１
階（
竹
田
市

大
字
会
々
１
６
５
０
―

17
）

期
間　

２
月
16
日
㈮
～
３
月
15
日
㈭

※
土
・
日
を
除
く

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
本
年
か
ら
申
告
相
談
会
場
を
縮
小

し
て
お
り
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
申
告
期
限
間
際
に
な
り

ま
す
と
申
告
会
場
が
混
み
合
う
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
申

告
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
は「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」の
添
付
を

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
医

療
費
控
除
を
受
け
る
際
は
、
領
収
書

の
添
付
ま
た
は
提
示
が
不
要
と
な
り
、

代
わ
り
に「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

の
作
成
・
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
費
等
の
領
収
書（
医
療
費
通

知
に
係
る
も
の
を
除
く
）に
つ
い
て

は
後
日
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
求
め

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
確

定
申
告
期
限
等
か
ら
５
年
間
は
ご
自

宅
等
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
28
年
分
以
前
の
確
定

申
告
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
医

療
費
等
の
領
収
書
の
添
付
ま
た
は

提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.nta.go.jp/

）を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
等
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
を

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入

に
伴
い
、
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告

書
等
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
記
載
し
た
確
定
申
告
書
等
を

税
務
署
へ
提
出
す
る
際
に
は
、
申
告

さ
れ
る
ご
本
人
の
本
人
確
認
書
類
の

提
示
、
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
自
宅
等
か
ら

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
書
等
を
送

信
す
る
際
は
、
本
人
確
認
書
類
の
提

示
ま
た
は
写
し
の
添
付
は
不
要
で
す
。

是
非
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

《
本
人
確
認
書
類
の
提
出
例
》

例
１　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
表

面
及
び
裏
面
の
写
し

例
２　

通
知
カ
ー
ド
の
写
し
＋
運
転

免
許
証
ま
た
は
公
的
医
療
保
険
の
被

保
険
者
証
の
写
し
な
ど

申
告
等
に
は
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利

  

「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
）」に
は
、
次
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
税
務
署
へ
出
向
く
こ
と
な
く
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
、

申
請
・
届
出
、
納
税
な
ど
の
手
続
き

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

たけたん

情 報
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②
申
告
書
、
申
請
書
、
添
付
書
類
な

ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

提
出
で
き
る
た
め
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

③
所
得
税
の
確
定
申
告
に
お
い
て
、

一
部
の
添
付
書
類（
源
泉
徴
収
票
な

ど
）は
内
容
を
入
力
し
て
送
信
す
る

こ
と
に
よ
り
、
提
示
ま
た
は
提
出
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
書
面
で
提
出
し
た
場
合
よ
り
、
還

付
金
が
早
く
受
け
取
れ
ま
す
。

⑤
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
係
る
本
人
確
認

書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
提
出
が

不
要
で
す
。

⑥
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求
手
数
料

が
書
面
請
求
の
場
合
よ
り
も
安
価
で

す
。

　

詳
し
く
は
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（w

w
w

.e-tax.nta.go.jp

）

ま
た
は
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
で
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。

問
竹
田
税
務
署　

☎
63
―

３
１
４
１ 

※
自
動
音
声
案
内

税
　
金

　
　
　
竹
田
市
税
等「
口
座
振
替
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」を
始
め
ま
す
！

　

税
の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
期
ご

と
に
納
め
に
行
く
時
間
や
手
間
も
か

か
ら
な
い
、
便
利
な
口
座
振
替
を
利

用
し
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

に
、
新
規
ま
た
は
追
加
で
対
象
税
目

の
口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に

は
、竹
田
市
家
庭
用
指
定
ご
み
袋（
可

燃
ご
み
用
：
１
ロ
ー
ル（
大
サ
イ
ズ

10
枚
））を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
間　

２
月
１
日
㈭
〜
３
月
30
日
㈮

対
象
税
目　

市
県
民
税（
普
通
徴

収
）・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・

国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
）・
介

護
保
険
料（
普
通
徴
収
）・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料（
普
通
徴
収
）

申
込
方
法　

竹
田
市
税
務
課
、
各
支

所
ま
た
は
最
寄
り
の
金
融
機
関
窓
口

に
次
の
も
の
を
持
参
し
、
備
え
付
け

の
口
座
振
替
依
頼
書
に
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
を

受
付
後
、
指
定
ご
み
袋
を
お
渡
し
し

ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

通
帳
、
通

帳
用
の
印
鑑

※
口
座
振
替
依
頼
書（
税
務
課
、
各

支
所
、
金
融
機
関
に
備
え
付
け
）

※
登
録
し
た
い
税
目
が
わ
か
る
納
付

通
知
書
ま
た
は
領
収
書（
金
融
機
関

で
手
続
き
の
場
合
の
み
）

口
座
振
替
依
頼
書
を
備
え
て
あ
る

金
融
機
関　

大
分
銀
行（
竹
田
支
店
）

／
豊
和
銀
行（
竹
田
支
店
）／
大
分
県

信
用
組
合（
竹
田
支
店
・
久
住
支
店
）

／
大
分
県
農
業
協
同
組
合（
竹
田
支

店
・
拝
田
原
支
店
・
荻
支
店
・
久
住

支
店
・
直
入
支
店
）／
竹
田
市
内
の

ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）／
九
州
労

働
金
庫（
竹
田
支
店
）

注
意
事
項

○
口
座
振
替
依
頼
書
は
１
人
に
つ
き

１
枚
で
す
。

※
共
有
名
義
の
場
合
は
筆
頭
者（
代

表
者
）

※
納
税
管
理
人
が
設
定
さ
れ
て
い
る

場
合
は
納
税
管
理
人

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
は
受
付
日
が

基
準
で
す
。

対
象
外
と
な
る
場
合

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
口
座
振

替
を
中
止
し
た
場
合

○
登
録
済
み
の
金
融
機
関
や
口
座
の

変
更
を
し
た
場
合

○
対
象
税
目
の
課
税
が
な
い
場
合

問
竹
田
市
税
務
課
管
理
係 

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
１
２
１・１
２
２
）

教
　
育

　
　
　
　

就
学
援
助
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　

就
学
援
助
制
度
は
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
小
学
校
や
中
学
校
へ
の
就

学
が
困
難
な
家
庭
に
対
し
、
市
が
給

食
費
や
学
用
品
等
の
費
用
の
一
部
を

援
助
す
る
制
度
で
す
。

　

対
象
者
は
、
市
内
に
居
住
し
、
市

内
の
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る（
ま

た
は
就
学
予
定
の
）子
ど
も
の
保
護

者
で
、
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護

の
停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
た
方
、

市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
を
受

け
た
方
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

受
け
て
い
る
方
、
保
護
者
の
世
帯
全

員
の
収
入
総
額
が
少
な
く
生
活
が
経

済
的
に
厳
し
い
等
、
就
学
援
助
の
認

定
基
準
に
該
当
す
る
方
で
す
。
平
成

30
年
４
月
に
小
・
中
学
校
へ
就
学
予

定
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
は
入
学
準

備
金
を
３
月
末
に
支
給
し
ま
す
。

　

就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

就
学
予
定
の
小
・
中
学
校
ま
た
は
竹

田
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課 

☎
63
―

４
８
３
３

年
　
金

　
　
　
　
　
　

戸
籍
の
死
亡
届
を
提
出
さ
れ
た

方
へ
～
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み

で
す
か
？
～

　

年
金
は
原
則
、
受
け
て
い
る
方
が

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
月
ま
で
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
が
ま
だ
受
け
取
っ

て
い
な
い
年
金
が
あ
る
場
合
は
、
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
の
方
が

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

を
未
支
給
年
金
と
い
い
ま
す
。

　

未
支
給
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
遺
族
の
方
は
、
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
た
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
ま
た
は
こ

れ
ら
の
方
以
外
の
３
親
等
内
の
親
族

と
な
っ
て
い
ま
す
。
順
位
も
こ
の
と

お
り
で
す
。

　

配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父

母
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
遺
族
年

金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
大
分
年
金
事
務
所（
お
客
様
相
談

室
） ☎
０
９
７
―

５
５
２
―

１
２
１
１

消
費
者
行
政

　
　
　
「
見
守
り
」と「
気
づ
き
」で
障
が

い
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防

ご
う

　

障
が
い
の
あ
る
方
、
特
に
知
的
障

が
い
や
精
神
障
が
い
が
あ
る
方
は
、

知
ら
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
場
で
的
確
な
判
断
や
対
応
を
取

り
に
く
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
悪
質

商
法
の
被
害
に
遭
い
や
す
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。

　

被
害
の
早
期
発
見
、
ま
た
被
害
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
家
族
や
周

り
の
人
は
日
頃
か
ら
様
子
を
気
に
か

け
、
生
活
の
変
化
を
な
る
べ
く
早
く

察
知
し
、
本
人
の
意
向
に
沿
い
な
が

ら
支
援
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
消
費
者

たけたん情報
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ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
る
様
子
に
気

づ
い
た
ら
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口（
竹
田
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
）☎
63
―

４
８
３
４ 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
月
～
金

の
平
日
の
み
）　

大
分
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

０
９
９
９

募
　
集

　
　
　
　

平
成
30
年
度  

荻
支
所
庁
舎
管
理
人
・

バ
ス
運
転
手
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
非
常
勤
職

員
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
方
法
は
、

応
募
者
の
中
か
ら
書
類
選
考
・
面
接

等
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
い
ず
れ
も

任
用
期
間
は
４
月
１
日
か
ら
平
成
31

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。（
更
新
の

可
能
性
あ
り
）

①
庁
舎
管
理
人

勤
務
場
所　

竹
田
市
荻
支
所

勤
務
時
間　

平
日
は
午
後
５
時
か
ら

翌
日
午
前
８
時
30
分
ま
で
。
閉
庁
日

は
午
前
８
時
30
分
か
ら
翌
日
の
午
前

８
時
30
分
ま
で

業
務
内
容　

荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
管

理
人
及
び
荻
支
所
地
域
振
興
課
勤
務

報
酬　

日
額
５
２
０
０
円（
日
直
）／

日
額
７
８
９
０
円（
宿
直
）

②
バ
ス
運
転
手

勤
務
場
所　

竹
田
市
荻
支
所

勤
務
時
間　

原
則
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で

業
務
内
容　

公
用
車
管
理
運
行
業
務

報
酬　

月
額
５
万
円
と
す
る
。
月
の

勤
務
が
５
日
を
超
え
る
場
合
は
超
え

る
日
数
に
つ
き
１
万
２
千
円
を
加
算

す
る

応
募
方
法　

随
時
募
集
し
ま
す
。
履

歴
書（
写
真
貼
付
）と
関
係
資
格
を
確

認
で
き
る
書
類
の
写
し
を
持
参
ま
た

は
郵
送
し
、
竹
田
市
総
務
課
、
荻
支

所
地
域
振
興
課
の
い
ず
れ
か
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
は
、土
・
日
・

祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
で
す
。

問
竹
田
市
総
務
課
職
員
係 

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
２
１
７
）

荻
支
所
地
域
振
興
課

☎
68
―

２
２
１
１（
内
線
１
３
０
）

配
食
サ
ー
ビ
ス
受
託
事
業
者
を

募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
在
宅
の
高
齢
者
や
障
が

い
の
あ
る
方
等
に
、
食
の
自
立
と
安

否
の
確
認
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
竹
田
・
荻
地
域
に

配
食
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
託
条
件

⑴
食
品
衛
生
法
に
定
め
る
営
業
許
可

を
受
け
て
い
る
こ
と

⑵
衛
生
的
か
つ
十
分
な
厨
房
施
設
お

よ
び
車
両
等
を
有
し
て
い
る
こ
と

⑶
直
接
利
用
者
の
自
宅
へ
配
達
し
、

安
否
の
確
認
が
で
き
る
こ
と

⑷
管
理
栄
養
士
を
配
置
し
、
事
前
に

週
ま
た
は
月
単
位
の
献
立
表
を
利
用

者
に
配
布
で
き
る
こ
と

申
請
期
間　

２
月
１
日
㈭
～
28
日
㈬

申
請
方
法　

竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者

支
援
係 

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線

１
３
８
）

第
29
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

「
美
術
展
」の
作
品
を
募
集
し
ま
す

　

５
月
９
日
㈬
か
ら
14
日
㈪
に
大
分

県
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る「
美
術

展
」に
出
品
す
る
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

資
格　

県
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上

（
昭
和
33
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

作
品　

①
出
品
者
個
人
が
創
作
し
、

未
発
表
の
も
の
と
す
る

②
各
部
門
と
も
１
人
１
点

テ
ー
マ　

特
に
定
め
な
い

出
品
料
等　

無
料

出
品
部
門

○
日
本
画
の
部　

日
本
画
、
水
墨
画

○
洋
画
の
部　

油
絵
、
ア
ク
リ
ル
画
、

水
彩
、
素
描
、
版
画
、
パ
ス
テ
ル
画

○
彫
刻
・
彫
塑
の
部　

彫
刻
・
彫
塑
、

そ
の
他
立
体
作
品

○
工
芸
の
部　

陶
芸
、
染
織
、
漆
芸
、

金
工
、
木
竹
、
人
形
、
そ
の
他

○
書
の
部　

漢
字
、
か
な
、
篆
刻
、

調
和
体
及
び
前
衛
、
刻
字
を
問
わ
な

い○
写
真
の
部　

カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ

を
問
わ
な
い

※
こ
れ
ら
の
６
部
門
に
加
え
、
第
18

回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
の
応

援
企
画
と
し
て
、
集
団
創
作（
工
芸
）

の
部
、
ジ
ュ
ニ
ア
絵
画
の
部
を
設
け

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

各
部
門
と
も
詳
細
な
規
格
、
要
領

は
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

２
月
８
日
㈭
～
３
月
20

日
㈫

申
込
方
法　

申
込
期
間
内
に
竹
田
市

高
齢
者
福
祉
課
、
各
支
所
地
域
振
興

課
の
窓
口
に
備
え
付
け
の
出
品
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
１
３
８
）

平
成
30
～
31
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、

よ
り
多
く
の
方
に
身
近
な
存
在
と
し

て
国
有
林
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
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う
、
国
有
林
の
役
割
や
現
状
等
の
情

報
を
お
知
ら
せ
し
、
ご
意
見
を
い
た

だ
く「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」を
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
人
数　

60
人
程
度

期
間　

４
月
１
日
～
平
成
32
年
３
月

31
日（
２
年
間
）

内
容　

○
森
林
・
林
業
、
国
有
林
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
や
ご
意
見
、

ご
提
言
等
の
報
告
、
当
局
広
報
誌
へ

の
投
稿

○
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

（
年
１
～
２
回
、
希
望
者
の
う
ち
一

定
数
）

応
募
資
格　

九
州
・
沖
縄
８
県
に
お

住
い
の
20
歳
以
上（
平
成
30
年
４
月

１
日
現
在
）の
方
で
、
森
林
・
林
業

及
び
国
有
林
に
関
心
を
有
す
る
方

※
国
会
及
び
地
方
議
会
議
員
、
地
方

公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国
家
公
務

員
、
国
有
林
野
事
業
職
員
Ｏ
Ｂ
、
森

林
・
林
業
担
当
の
自
治
体
職
員
、
並

び
に
平
成
28
～
29
年
度
の
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
の
方
を
除
く
。

応
募
方
法　

次
の
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
ハ
ガ
キ
・
封
書
・
メ
ー
ル

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

必
要
事
項

○
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
生
年

月
日
・
年
齢
・
職
業
・
住
所
・
郵
便

番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
電
話
番

号（
固
定
・
携
帯
電
話
）

○
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ

か
け（
具
体
的
に
）と
応
募
理
由

（
１
０
０
字
程
度
）

※
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
従
い
、
適

正
に
取
り
扱
い
ま
す
。

応
募
期
限　

２
月
28
日
㈬
消
印
有
効

発
表　

選
考
結
果
は
３
月
末
日
ま
で

に
依
頼
状
の
発
送
を
も
っ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

・

九
州
森
林
管
理
局
企
画
調
整

課 
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

（
〒
８
６
０
―

０
０
８
１ 

熊
本
市
西

区
京
町
本
丁
２
番
７
号
）

☎
０
９
６
―

３
２
８
―

３
５
１
１  

FAX 

０
９
６
―

３
２
８
―

３
６
４
３

E-m
ail

：ky_kikaku@
m

aff.go.jp

放
送
大
学「
４
月
生
」を
募
集
し

ま
す

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
30
年
度
第

１
学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約

９
万
人
の
学
生
が
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
な
ど
約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業

科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
資
料
を
無
料
で
差

し
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　

第
１
回 

２
月
28
日
㈬

／
第
２
回 

３
月
20
日
㈫

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

２
月
３
日

㈯
・
２
月
25
日
㈰
・
３
月
11
日
㈰

問
放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー 

☎
０
９
７
―

５
４
９
―

６
６
１
２

せ
り
売
り

　
　
　
　
　

旧
竹
田
市
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
の

不
用
物
品
を
せ
り
売
り
し
ま
す

　

市
で
は
、
閉
鎖
と
な
っ
た
旧
老
人

ホ
ー
ム
南
山
荘
の
不
用
と
な
っ
た
物

品
に
つ
い
て
、
せ
り
売
り
を
開
催
し

ま
す
。『
事
前
下
見
会
』並
び
に『
せ

り
売
り
』の
日
程
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
事
前
下
見
会
・
説
明
会

日
時　

２
月
15
日
㈭　

午
前
10
時
～

午
後
５
時

場
所　

旧
竹
田
市
老
人
ホ
ー
ム
南
山

荘（
竹
田
市
大
字
吉
田
２
０
４
番
地
）

■
せ
り
売
り

日
時　

２
月
22
日
㈭

受
付　

午
後
１
時
～
２
時

せ
り
売
り　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

場
所　

旧
竹
田
市
老
人
ホ
ー
ム
南
山

荘■
主
な
物
品
名

　

介
護
用
ベ
ッ
ド
・
テ
レ
ビ
・
テ
レ

ビ
台
・
エ
ア
コ
ン
・
流
し
台
・
食
器

棚
・
加
湿
機
・
こ
た
つ
・
事
務
机
・

照
明
器
具
・
手
す
り
・
庭
木
・
庭
石 

ほ
か

※
物
品
は
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降

使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
電
気

製
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
を
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
物
品
の
写
真
は
竹
田
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

※
入
札
金
額
は
百
円
単
位
と
し
ま
す
。

※
当
日
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
法
人
等
で
代
理
人
が
参
加
の
場
合

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
様
式
は
竹

田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
会
場
で
は
、
手
洗
い
・
ト
イ
レ
等

の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
軍
手
等
は

各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
落
札
後
の
流
れ

①
代
金
の
納
付
確
認
後
、
物
品
を
引

き
渡
し
ま
す
。

②
せ
り
売
り
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
物

品
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
当
日

中
に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

③
翌
日
以
降
に
物
品
の
引
き
取
り
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
せ
り
売
り
担

当
職
員
と
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

④
せ
り
落
と
し
た
物
品
は
、
買
受
人

の
責
任
に
お
い
て
取
り
外
し
、
引
き

取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課

☎
63
―

４
８
１
１

たけたん情報
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商
工
労
働

　
　
　
　

竹
田
市
が
ん
ば
る
商
店
街
総
合

支
援
事
業

　

市
で
は
、
商
店
街
等
が
行
う
商
店

街
の
魅
力
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
商
店
街
の
回

遊
性
の
向
上
や
、
滞
在
時
間
の
延
長

に
つ
な
が
る
社
会
的
課
題
に
対
応
し

た
施
設
等
の
整
備
を
行
う
事
業
に
対

し
て
補
助
し
ま
す
。

※
社
会
的
課
題
と
は
少
子
高
齢
化
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
等
を
指
し
ま
す
。

補
助
対
象
者　

商
工
会
や
商
工
会
議

所
等
、
商
店
街
・
商
業
の
活
性
化
を

目
的
と
す
る
団
体
に
加
入
し
て
い
る

こ
と

補
助
率　

予
算
の
範
囲
内（
最
大
、

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
）

申
込
締
切　

２
月
16
日
㈮

問
竹
田
市
商
工
観
光
課

☎
63
―

４
８
０
７

大
分
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃

金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
る
大
分
県
最
低
賃
金
は

７
３
７
円（
時
間
額
）で
す
が
、
県
内

の
特
定
の
産
業
で
働
く
方
に
適
用
さ

れ
る
大
分
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃

金
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

特
定
最
低
賃
金（
時
間
額
）

○
鉄
鋼
業　

８
８
７
円

○
非
鉄
金
属
製
造
業　

８
６
６
円

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
製
造
業　

７
８
４
円

○
自
動
車
・
同
付
属
品
製
造
業
、
船

舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造

業　

８
３
３
円

○
自
動
車（
新
車
）小
売
業　

７
９
９

円※
い
ず
れ
も
効
力
発
生
日
は
平
成
29

年
12
月
25
日

※
適
用
除
外
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
の
で
、
最
低
賃
金
特
設
サ
イ
ト

（http://saiteichingin.info/

）
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
大
分
労
働
局
賃
金
室　

☎
０
９
７

―

５
３
６
―

３
２
１
５

労
務
管
理
・
経
営
管
理
改
善
セ

ミ
ナ
ー

　

大
分
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
に
向
け
た
環
境
整
備
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
経
営
管
理
の
専

門
家
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
併
せ
て
、
生
産
性
向
上
の
設
備

投
資
を
行
う
中
小
企
業
を
支
援
す
る

業
務
改
善
助
成
金
に
つ
い
て
も
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

日
時　

３
月
23
日
㈮　

午
後
２
時
～

４
時

場
所　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
２
０
１

会
議
室（
大
分
市
金
池
南
１
―

５
―

１
）

テ
ー
マ　
「
稼
ぐ
力
の
向
上
で
会
社

を
伸
ば
す
」

講
師　

中
小
企
業
診
断
士　

甲
斐
幸

丈
さ
ん

受
講
料　

無
料（
定
員
50
人
）

・

大
分
県
最
低
賃
金
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー（
担
当
・
堤
）

☎
０
９
７
―

５
３
８
―

９
１
２
３

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
講
座

　
　
　
　

大
分
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

ラ
ム

　

依
存
症（
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
回

復
の
糸
口
を
探
り
ま
す
。

日
時　

２
月
４
日
㈰　

午
前
10
時
～

午
後
４
時

場
所　

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学

（
大
分
市
廻
栖
野
２
９
４
４
―

９
）

対
象　

依
存
症
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
ご
本
人
、ご
家
族
、保
健
・
医
療
・

福
祉
な
ど
の
関
係
者
、
依
存
症
に
関

心
の
あ
る
方
な
ど

内
容　

専
門
医
師
に
よ
る
講
演
、
体

験
談
発
表
、
モ
デ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ど

参
加
料　

資
料
代
と
し
て
６
０
０
円

※
事
前
申
込
不
要

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー  

☎
０
９
７
―

５
４
１

―

５
２
７
６

平
成
30
年
度  

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員

養
成
講
習
会

  

「
点
訳
」「
音
訳
」活
動
を
通
し
、
視

覚
障
が
い
者
の
社
会
参
加
と
自
立
の

促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

応
募
条
件　

①
原
則
と
し
て
講
習
会

を
毎
回
受
講
で
き
る
方　

②
パ
ソ
コ

ン
を
お
持
ち
で
簡
単
な
操
作
の
で
き

る
方　

③
講
習
会
終
了
後
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
継
続
し
て
点
字
図

書
館
で
の
点
字
図
書
・
録
音
図
書
の

製
作
に
協
力
で
き
る
方

期
間　

４
月
～
平
成
31
年
３
月
ま
で

の
１
年
間（
延
べ
40
回
程
度
）

場
所　

大
分
県
点
字
図
書
館

受
講
料　

無
料

※
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
は
毎
週

金
曜
日
の
午
前
10
時
～
12
時
。
募
集

人
員
は
15
人
程
度
。

※
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
は
毎
週

火
曜
日
の
午
前
10
時
～
12
時
。
募
集

人
員
は
20
人
程
度
。

応
募
方
法　

希
望
者
は
往
復
ハ
ガ
キ

に
、
希
望
講
習
会
名
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

３
月
６
日
㈫
必
着

※
応
募
期
限
後
、
説
明
会
案
内
の
文

書
の
発
送
を
も
っ
て
受
講
者
の
決
定

と
し
ま
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
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・

社
会
福
祉
法
人
大
分
県
盲

人
協
会　

大
分
県
点
字
図
書
館

（
〒
８
７
０
―

０
０
４
３　

大
分
市
中

島
東
１
―

２
―

28　

大
分
県
盲
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
２
階
）

☎
０
９
７
―

５
３
８
―

０
３
９
９

FAX
０
９
７
―

５
３
８
―

０
５
３
７

E-m
ail

：oita-kenm
ou.tenjitosho

kan@
m

br.nifty.com

大
分
い
の
ち
の
電
話
相
談
員
養
成
講
座

  

「
い
の
ち
の
電
話
」は
、
自
殺
願
望

な
ど
精
神
的
な
危
機
に
あ
る
人
の
、

よ
き
隣
人
に
な
り
た
い
と
い
う
願
い

か
ら
生
ま
れ
た
市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
。「
大
分
い
の
ち

の
電
話
」は
、
年
中
無
休
24
時
間
体

制
で
相
談
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
体
制
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、

第
35
期
の
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間　

４
月
30
日
㈪
ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

講
座
日
時　

５
月
８
日
～
平
成
31
年

３
月
の
原
則
と
し
て
毎
週
火
曜
日 

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

場
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル（
大
分
市

府
内
町
１
―

５
―

38
）

募
集
人
員　

50
人（
先
着
順
）

応
募
資
格　

20
歳
以
上
の
方
で
、「
い

の
ち
の
電
話
」の
趣
旨
に
賛
同
し
、

積
極
的
に
参
加
で
き
る
方

応
募
方
法　

電
話
に
よ
り
募
集
要
項

を
請
求

問
社
会
福
祉
法
人
大
分
い
の
ち
の

電
話
事
務
局  

☎
０
９
７
―

５
３
７
―

２
４
８
８

民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

　

暴
力
団
等
が
関
係
し
た
被
害
や
不

当
な
要
求
等
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

弁
護
士
、
暴
力
団
担
当
警
察
官
及
び

暴
力
追
放
相
談
委
員
が
、
面
接
ま
た

は
電
話
に
よ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
必
ず
守
ら

れ
ま
す
。

日
時　

２
月
22
日
㈭　

午
前
10
時
～

午
後
４
時

場
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
０
９
会

議
室（
大
分
市
府
内
町
１
―

５
―

38
）

問（
公
財
）暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

☎
０
９
７
―

５
３
８
―

４
７
０
４

お
お
い
た
元
気
企
業
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
in
福
岡

　

平
成
31
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学

生
等
を
対
象
と
し
た
県
内
企
業
に
よ

る
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
８
日
㈭　

正
午
～
午
後

４
時
30
分（
予
定
）

場
所　

福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
８

階
Ａ
ホ
ー
ル
・
Ｂ
ホ
ー
ル（
福
岡
市

博
多
区
博
多
駅
前
２
―

10
―

19
）

問
大
分
県
商
工
労
働
部
雇
用
労
働
政

策
課
若
年
者
就
業
支
援
班

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

３
３
３
１

たけたん情報

「地元で働いてみませんか？」   求人情報  

ハローワーク豊後大野
竹田市ふるさとハローワーク   ☎63-1101
①配達員  １人  13.8万円
②製造スタッフ  １人  16～23万円
③林業作業員  １人  20万円
④事務・販売員  １人  14万円
⑤営業  １人  18～20万円
⑥農作業員  ２人  18～20万円
⑦大型ダンプ運転手  １人  16～21.6万円
⑧看護師  １人  23～24万円
⑨調理人  １人  22～25万円
⑩介護職員  １人  15.1～16.1万円
⑪生コン車運転手  １人  17.2～19.5万円
⑫栽培作業員  １人  15～18万円

〔パート求人〕（時給）
⑬看護師・准看護師  １人  1100～1250円
⑭生産・販売・接客  ２人  800円
⑮清掃係  １人  800円
⑯配達係  １人  800円
⑰フロント  １人  800円
⑱ホール・調理スタッフ  １人  800～900円
⑲自動車整備士  １人  1200円
⑳一般事務員  １人  750～800円
㉑袋詰め作業員  １人  740～750円
㉒接客及び調理作業員  ３人  750～800円
㉓弁当製造販売員  ５人  750円
㉔製造スタッフ  １人  822円

公営住宅の入居者を募集します
１．公営住宅（13戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田

玉来第1団地 ３ 単身可
下矢倉団地 ３ 詳細はセンターに問

い合わせのこと七里団地 ２
県営下矢倉住宅 １ 世    帯

荻
桜住宅（戸建） ２ 世    帯

県営桜住宅（３階建） １ 世    帯
久住 桐迫住宅 １ 単身可

２．特定公共賃貸住宅（３戸）
地域 住　宅　名 戸数 備　　考
竹田 七里第２団地  A棟 １ 世  帯
久住 白丹住宅 １ 世  帯
直入 ドイツ村住宅 １ 世  帯

申込方法　竹田市住宅管理センター（竹田市建設課内）または
各支所地域振興課に備え付けている入居申込書に
必要事項を記入のうえ、提出してください。

募集期間　２月５日㈪～14日㈬  ※土・日・祝日を除く
抽　選　日　２月16日㈮　午前 10時～ （市役所）
入居指定日　３月16日または４月１日（県営は４月１日）
※次回の募集月は５月です。詳細は大分県住宅供給公社のホー
ムページをご覧ください。
問竹田市住宅管理センター　☎63-4400

定住促進住宅「アルバ代官町」「アルバ桜町」
の入居者を募集します

　まだ若干の空きがあるため、追加募集します。
　詳しくは、維持管理運営企業の㈱別大興産ホームページを
ご覧ください。
問株式会社　別大興産　☎0977-27-5577
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休日及び夜間の在宅当番医院

２月の在宅当番医院
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

１㈭ 伊藤医院 ☎75-2222 15㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387

２㈮ 佐藤医院 ☎68-2005 16㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

３㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 17㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

４㈰ 大久保病院 ☎64-7777 18㈰ 大久保病院 ☎64-7777

５㈪ 道全内科 ☎63-2270 19㈪ 道全内科 ☎63-2270

６㈫ 志賀内科 ☎63-2083 20㈫ 志賀内科 ☎63-2083

７㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 21㈬ 秦医院 ☎63-2246

８㈭ 柚須医院 ☎63-2016 22㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

９㈮ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 23㈮ 柚須医院 ☎63-2016

10㈯ 大久保病院 ☎64-7777 24㈯ 大久保病院 ☎64-7777

11㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 25㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

12㈪ 大久保病院 ☎64-7777 26㈪ 道全内科 ☎63-2270

13㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 27㈫ 志賀内科 ☎63-2083

14㈬ 志賀内科 ☎63-2083 28㈬ 道全内科 ☎63-2270

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら

うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前

に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。

※当番医の情報についてはケーブルテレビのデータ放送「休日当
番医」に掲載しています。また、竹田市消防署（☎ 63-0119）で
も確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

２／４㈰ まつもと歯科クリニック ☎62-2400

２／11㈰ ふじさわ歯科医院 ☎64-1118 

２／12㈪ 久住加藤医院　歯科診療部 ☎76-0008

２／18㈰ 長湯ごとう歯科 ☎75-3001

２／25㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎68-3263

３／４㈰ 長湯ごとう歯科 ☎75-3001 

　※診療時間　9：00〜12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。
　※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームペー

ジでも確認することができます。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

２／ ３㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
２／ ４㈰ 豊後大野市民病院
２／10㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
２／11㈰ 豊後大野市民病院
２／12㈪ 豊後大野市民病院
２／17㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
２／18㈰ みやわき小児科
２／24㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
２／25㈰ 豊後大野市民病院
３／ ３㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
３／ ４㈰ 豊後大野市民病院

㉄豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）／
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）
受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12：00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合が
あります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎63-0119）に
電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ
用意された約束処方となることがあります。なお、毎月の当番表について
は、大分県豊肥保健所のホームページのお知らせ欄にも掲載しています。

　

以
前
も
お
伝
え
し
ま
し
た
よ
う
に
、

別
府
大
学
食
物
栄
養
学
部
の
高
松
教

授
と
と
も
に
、
２
か
月
に
１
度
、
竹

田
で
ア
レ
ル
ギ
ー
外
来
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
指

導
医
と
ア
レ
ル
ギ
ー
エ
デ
ュ
ケ
ー

タ
ー
に
よ
る
専
門
外
来
が
な
さ
れ
て

い
る
の
は
、
大
分
県
内
で
は
竹
田
市

と
豊
後
大
野
市
だ
け
で
、
地
域
の
子

ど
も
に
質
の
高
い
医
療
を
ご
提
供
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
も
委
員
と
し
て
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
大
分
県
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
委
員
会
は
昨
年
、「
大

分
県
版
学
校
・
幼
稚
園
に
お
け
る
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
手
引
き
」を

発
行
し
ま
し
た
。
大
分
県
医
師
会
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
学
校
保
健
の
バ

ナ
ー
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
竹
田
市
教
育

委
員
会
は
県
内
で
最
も
早
く
、「
竹

田
市
学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成

し
た
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
版
の
特
徴
は
、
県
知
事
直

轄
の
委
員
会
で
医
学
・
栄
養
学
・
薬

学
・
保
健
・
教
育
が
協
力
し
て
作
成

し
た
全
国
で
も
珍
し
い
手
引
き
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
公
立
・
私
立
に
関

わ
ら
ず
、
県
内
の
全
て
の
学
校
や
幼

稚
園
、
そ
し
て
保
育
所
で
も
活
用
し

て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
に
は
除
去
食
決
定
の
基
準
だ

け
で
な
く
、
緊
急
時
に
学
校
等
で
ど

の
よ
う
に
初
期
対
応
す
る
の
か
を
明

示
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
各
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
所
が
独
自
に
決
め
て

い
た
こ
と
を
標
準
化
し
て
、
県
内
の

ど
の
教
育
、
保
育
機
関
で
も
同
じ
対

応
が
と
れ
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。

　

是
非
こ
の
手
引
き
を
ご
活
用
い
た

だ
き
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
て

も
子
ど
も
が
給
食
を
楽
し
め
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
分
大
学
客
員
教
授　

是
松
聖
悟
．）

第38回 大分県統一の給食における
食物アレルギー対応

出 張 !
えがおの子育て

小児科
地域医療･小児医療の視点から

休日・夜間の在宅当番医院／出張！えがおの子育て小児科
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近
頃
、
い
わ
ゆ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
や
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権

問
題
が
顕
著
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で「
オ
ネ
エ
」の
芸
能
人
を
見

な
い
日
は
な
い
と
言
え
る
く
ら
い
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
存

在
は
非
常
に
身
近
な
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
大
々
的
な
取

り
上
げ
ら
れ
方
の
一
方
で
、
果
た
し

て
ど
れ
だ
け
の
人
が
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
問
題
を「
た
に

ん
ご
と
」で
は
な
く
、「
じ
ぶ
ん
ご
と
」

と
し
て
捉
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
と

疑
問
に
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
皆
さ
ん
、
ご
自
分
の

娘
さ
ん
が
彼
女
を
連
れ
て
き
た
ら
？

ご
自
分
の
息
子
さ
ん
が
彼
氏
を
連
れ

て
き
た
ら
？　

あ
る
い
は
、
ご
自
分

の
お
子
さ
ん
が
性
別
を
変
え
る
と
言

い
出
し
た
ら
？
・
・
・
そ
れ
を
抵
抗

な
く
受
け
止
め
ら
れ
ま
す
か
？
」

　

つ
ま
り
、
ど
こ
か
の
遠
い「
他
人
」

で
あ
る
誰
か
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で

あ
っ
て
も
、
特
段
気
に
も
し
な
い
ば

か
り
か
エ
ー
ル
を
送
る
け
れ
ど
、
そ

れ
が
自
分
の「
身
内
」に
入
っ
た
と
た

ん
、
シ
ビ
ア
な
本
音
が
出
る
。
そ
れ

が
私
た
ち
の
姿
な
の
で
す
。
そ
し
て

こ
の
構
図
は
何
か
に
似
て
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
う
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
や
障

が
い
者
の
人
な
ど
に
対
し
て
昔
か
ら

行
わ
れ
て
き
た
、
結
婚
差
別
と
似
て

い
ま
す
。

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

問
題
と
部
落
差
別
の
問
題
、
あ
る
い

は
そ
れ
以
外
の
差
別
問
題
。
物
事
の

歴
史
的
経
緯
や
現
在
の
状
況
は
大
き

く
違
え
ど
、「
他
人
」と「
身
内
」を
隔

て
る
壁
を
通
じ
て
差
別
が
顕
在
化
す

る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
差
別
の

構
図
は
似
通
っ
て
い
る
の
で
す
。
私

た
ち
は
、
問
題
が「
た
に
ん
ご
と
」か

ら「
じ
ぶ
ん
ご
と
」に
な
っ
た
と
き
で

も
、
変
わ
ら
ぬ
姿
勢
を
貫
く
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
参
考  

仲
岡
し
ゅ
ん「
水
平
線
」よ
り

問
竹
田
市
生
涯
学
習
課

☎
63
―

４
８
１
７

人権を守り、差別をなくす

34

「たにんごと」と
「じぶんごと」

人
権
擁
護
委
員
に

首し
ゅ

藤と
う

法の
り

文ふ
み
さ
ん
が
再
任

　

平
成
29
年
９
月
議
会
に
お
い
て
、

人
権
擁
護
委
員
再
任
の
推
薦
に
つ
い

て
適
任
と
決
定
さ
れ
た
首
藤
法
文
さ

ん（
直
入
・
名
子
山
）に
、
平
成
30
年

１
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

◎
委
員
の
使
命

　
（
人
権
擁
護
委
員
法
第
２
条
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
憲
法
で
保
障
さ

れ
て
い
る
国
民
の
基
本
的
人
権
、
即
ち

国
民
が
国
家
社
会
に
お
い
て
幸
福
な
生

活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
人
間
と
し
て

の
権
利
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
監
視
し
、
も
し
、
こ
れ
が
侵
犯
さ

れ
た
場
合
は
、
そ
の
救
済
の
た
め
、
す

み
や
か
に
適
切
な
処
置
を
取
る
と
と
も

に
、
常
に
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

に
努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

◎
委
員
の
職
務

　
（
人
権
擁
護
委
員
法
第
11
条
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
委
員
の
使
命
を

果
た
す
た
め
に
、
自
由
人
権
思
想
の

啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
民
間
に

お
け
る
人
権
擁
護
運
動
の
助
長
に
努
め
、

仮
に
人
権
を
侵
犯
す
る
行
為
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
被
害
者
救
済
の
た
め
に

調
査
及
び
情
報
の
収
集
を
行
い
、
法
務

大
臣
へ
の
報
告
、
関
係
機
関
に
対
す
る

勧
告
等
適
切
な
処
置
を
講
じ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
貧
困
者
に
対

し
て
は
訴
訟
援
助
等
の
手
続
き
を
講
じ

る
等
、
国
民
の
人
権
擁
護
の
任
に
当
た

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【小学生の部】 優秀賞
「手をつなぎ　心もつないで　あそぼうよ」　

秋
あき

吉
よし

　　律
りつ

　さん  （直入小４年）

「ありがとう　うれしい気持ちが　ＯＮＥ ＵＰ」

後
ご

藤
とう

　七
なな

望
み

　さん  （久住小５年）

【中学生の部】 優秀賞

「もうやめて　心の叫び　見ないふり」

熊
くま

田
だ

　壮
そう

馬
ま

　さん  （直入中２年）

「わかってる？　される辛さと　する後悔」

木
き

許
もと

　沙
さ

理
り

　さん  （竹田中３年）

人権相談ダイヤル
　法務局では、人権侵害による被害を受けた
方を救済するための活動を行っています。お
気軽にご相談ください。
　みんなの人権110番　　　☎0570-003-110
　女性の人権ホットライン　☎0570-070-810
　子どもの人権110番　　　☎0120-007-110

【中学生の部】 優秀賞

足
あ

達
だち

　多
た

恵
え

　さん
（久住中３年）

【小学生の部】 優秀賞

本
ほん

田
だ

　瑞
たま

葵
き

　さん
（城原小５年）

【中学生の部】 優秀賞

衞
え

藤
とう

　　楓
かえで

　さん
（竹田南部中２年）

平
成
29
年
度
竹
田
市
小
・
中
学
生  

人
権
標
語
・
ポ
ス
タ
ー

※
主
な
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

人
権
を
守
り
、差
別
を
な
く
す

人権標語の部

人権ポスターの部
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関
幸
甫
は
正
保
元（
１
６
４
４
）

年
に
備
前
岡
山
藩
で
生
ま
れ
通
称

は
一
楽
。
幸
輔
、
幸
助
、
幸
甫

と
も
号
し
ま
し
た
。
も
と
も
と

備
前
岡
山
で
医
者
を
し
て
い
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
貞
享
二

（
１
６
８
５
）年
、
岡
藩
の
招
き
に

よ
り
竹
田
へ
来
て
第
四
代
藩
主
中

川
久
恒
の
お
抱
え
医
師
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
岡
藩
か
ら
藩
士

へ
の
教
育
者
に
な
る
よ
う
指
令
を

受
け
て
京
都
伏
見
の
中
村
惕
斎
の

も
と
で
一
年
間
漢
学
を
学
ん
で
い

ま
す
。

　

元
禄
九（
１
６
９
６
）年
、
伏
見

か
ら
帰
藩
し
た
幸
甫
は
儒
員
と
な

り
、
学
ん
だ
漢
学
を
教
え
る
た
め

杣
谷
に
居
宅
を
建
て
て
家
塾「
輔

仁
堂
」を
設
け
、
家
中
の
子
弟
を

対
象
に
四
書
五
経
や
書
経（
中
国

の
古
典
）の
素
読
を
始
め
ま
し
た
。

　

幸
甫
の
代
表
的
な
著
作
に『
冥

加
訓
』が
あ
り
ま
す
。
全
五
巻
の

著
作
で
享
保
九（
１
７
２
４
）年
に

書
か
れ
ま
し
た
。
竹
田
市
立
図
書

館
に
は
天
明
八（
１
７
８
８
）年
に

大
坂
で
製
版
さ
れ
た
全
五
巻
の
合

本
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、そ
の
本
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
歴
史
家
の

磯
田
道
史
が
著
書『
無
私
の
日
本

人
』（
２
０
１
２
年
初
版
）に
所
収

さ
れ
た「
穀
田
屋
十
三
郎
」に
紹
介

し
ま
し
た
。

　

仙
台
藩
の
宿
場
町
吉
岡
宿
が
財

政
的
に
疲
弊
し
存
亡
の
危
機
を
迎

え
た
時
、
町
人
有
志
が
商
家
に
伝

わ
る『
冥
加
訓
』の
教
え
を
も
と
に

行
動
し
、
町
を
救
っ
た
史
実
を
小

説
に
し
た
の
で
す
。　

　

岡
藩
で
藩
士
教
育
の
た
め
書
か

れ
た
本
が
大
坂
で
大
量
に
刷
ら
れ

て
、
遠
く
み
ち
の
く
仙
台
藩
で
読

ま
れ
て
い
た
の
で
す
。
冥
加
と
は

「
善
を
行
え
ば
天
道
に
か
な
い
仏

神
の
加
護
が
あ
る
。
悪
を
行
え
ば

天
に
見
放
さ
れ
る
」と
い
う
意
味

を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
は「
穀
田
屋
十
三

郎
」を
映
画
化
し
た
作
品「
殿
、
利

息
で
ご
ざ
る
！
」が
全
国
で
公
開

さ
れ
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

（
井
上　

隆
）

　

会
々
尋
常
小
学
校
と
し
て
、
円
福

寺
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
歴
史
を
刻

ん
で
き
た
豊
岡
小
学
校
。
今
年
で
開

校
１
３
１
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
50
名
は
、「
や
る
気
い
っ

ぱ
い　

と
も
に
の
び
ゆ
く
豊
小
っ

子
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
緑
豊
か
な
自

然
と
ど
こ
ま
で
も
応
援
し
て
く
れ
る

地
域
の
方
々
に
囲
ま
れ
、
毎
日
元
気

に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
は
こ
れ
ま
で
に
２
回

稲
葉
川
の
氾
濫
に
よ
る
水
害
を
経
験

し
て
い
ま
す
。
当
時
の
状
況
を
パ
ネ

ル
に
し
校
内
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、

毎
年
梅
雨
の
直
前
に
は
、
洪
水
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
を
行
い
、
防
災
意

識
の
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
読
書
に
対
す
る
関
心
を
高

め
る
た
め
、リ
ー
デ
ィ
ン
グ
バ
デ
ィ

を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
ゲ
ー
ム

的
要
素
を
持
つ
本
の
紹
介
合
戦
で
、

互
い
に
紹
介
し
合
っ
た
後
、
一
番
読

み
た
く
な
っ
た「
チ
ャ
ン
プ
本
」を
投

票
に
よ
り
決
定
す
る
活
動
で
す
。
学

期
に
１
回
の
活
動
で
す
が
、チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
め
ざ
し
本
を
読
み
込
み
、
紹

介
文
を
作
り
上
げ
ま
す
。
読
書
意
欲

の
向
上
に
加
え
、
自
分
の
考
え
を
主

張
す
る
力
の
育
成
も
期
待
で
き
る
取

り
組
み
で
す
。

　

他
に
も
、
鹿
口
・
上
鹿
口
中
山
間

地
域
事
業
と
協
働
の
米
作
り
や
、
老

人
会
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ス
モ
ス
植
え
、

新
春
遊
び
集
会
、
騎
牟
礼
城
址
公
園

祭
り
へ
の
参
加
な
ど
地
域
と
連
携
し

た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、「
心
豊
か
で
自
ら
学
び
心

身
と
も
に
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育

成
」を
学
校
教
育
目
標
に
位
置
づ
け
、

特
に
、
認
め
合
い
、
支
え
合
い
、
磨

き
合
う
授
業
実
践
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
保
護
者
そ
し
て
地
域
の

方
々
の
温
か
い
支
援
の
お
か
げ
で
子

ど
も
た
ち
は
着
実
に
力
を
伸
ば
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
職
員
一
丸
と
な
っ

て
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
豊
岡
小
は
、
新
聞
紙
や
段

ボ
ー
ル
等
の
古
紙
の
ほ
か
、ア
ル
ミ

缶
や
ビ
ー
ル
瓶
、
一
升
瓶
の
回
収
を

常
時
行
っ
て
い
ま
す
。
益
金
は
子
ど

も
の
活
動
に
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
伊
藤
貴
久
生
）

ふ
る
さ
と
と 

と
も
に
歩
む 

豊
小
っ
子

今
月
の
学
び
舎　

竹
田
市
立
豊
岡
小
学
校

岡藩の儒者  関
せ き こ う す け

幸甫と『冥
みょう

加
が

訓
くん

』

ま
る
ご
と
博
物
館
147

↑本の紹介合戦「ビブリオバトル」

↑収穫祭では、おもち作り

↑老人会の皆さんとコスモス植え

↑関幸甫の代表的な著作
　『冥加訓』
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・短歌は最強アイテム（岩波書店）　　　　　　　　　　千葉　　聡
・保健室の日曜日（講談社）　　　　　　　　　　　　　村上しいこ
・暗号クラブ　７～10巻（KADOKAWA）　　　　  ペニー・ワーナー

ほか150冊ほど入りました。

　寒い寒い毎日ですが、４日は立春、ふきのとうも顔を出し
春の足音が近づいてきました。
　図書館も昨年５月の開館以来、入館者が５万人を超え、毎
日たくさんの方々の足音で賑わっています。いろんな本や人
との出会いの場になるよう願っています。ぜひお立ち寄りく
ださい。

入館５万人目は
廣橋愛梨さん（直入町）
　１月９日に市立図書館が入館者５万人を
達成、記念セレモニーが行われました。
　記念すべき５万人目の入館者は直入町の
廣橋愛梨さん（竹田高校２年）。廣橋さんに
は首藤市長から記念品が贈られました。
　廣橋さんはテスト勉強のため、クラスメイト３人と図書館を訪れたそ
うで、「（５万人目に）驚いた。新しい図書館は学習スペースが確保され
ていて、とても静か。勉強に集中しやすい雰囲気で、テスト期間中によ
く利用しています」と話してくれました。

２

新刊のご案内

今
月
の
読
み
聞
か
せ

「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
お
は
な
し
ル
ー
ム
」

２
月
８
日
㈭　

竹
田
幼
稚
園

２
月
15
日
㈭　

南
部
幼
稚
園

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
２
時
30
分

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休　
館　
日　

月
曜
日
・
第
４
金
曜
日

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休　
館　
日　

土
・
日
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

休　
館　
日　

土
・
日
・
祝
日
等

司書おすすめの一冊

  「無心の美学」「ゆとりの美学」「ものうさ
の美学」「こもりの美学」という４つの美学
を通して、日々を充実させ後悔しない人
生を送るための方法を紹介する一冊。「ア
クセク・クヨクヨ・イライラ」生活から心
豊かな生き方へ！と、昨年12月に亡くな
られた辰濃さんの最後のメッセージをお
届けします。

　きみはいきなり電話がなってもへい
きかい？　電話がなったから出てみれ
ば、なんとお父さんの大切にしている
青いしましまの「帽子」からだった！
　43年前、スマホもケータイもなかっ
た時代の傑作が新装版で出版されまし
た。珠玉のコンビによる、痛快なおは
なしはいかがですか？

  「詠むことは即ち癒し水仙花」
　竹田市出身の故菅章江さんの第２句集。
約300句が収められています。
　日常生活の中で生まれた言葉を俳句に詠
んでおられたそうですが、まさに俳句は生
活の一部だったとご主人はおっしゃってい
ます。章江さんの日常をゆったりと感じて
みてください。

「極上の人生」
辰濃　和男（海竜社）

「帽子から電話です」
長田　弘・長　新太（偕成社）

遺句集「水仙」
菅　章江（（株）文学の森）

一般の本

子どもの本

郷土の本

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048
■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200
■久   住   図   書   室　TEL 76-0717   FAX 76-0724
■直   入   図   書   室　TEL 75-2211   FAX 75-2217

　

駐
車
場
か
ら
入
っ
て
右
側

に
進
む
と
左
手
に「
ま
る
ご

と
大
分
」の
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
に
は
大
分
県

関
連
の
資
料
や
地
元
の
歴
史
、

地
誌
、
ま
た
郷
土
作
家
の
短

歌
や
俳
句
の
本
も
並
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
隣
に
は
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
岡
藩
の
由

学
館
教
科
書
の
版
木
や
岡
藩
士
の
槍
・
旗
の
絵
図
の

原
本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
今
は
歴
史
資
料
館
に
移

管
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
と
て
も
貴
重
な
資
料
で
す

の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郷
土
の
偉
人
コ
ー
ナ
ー
に
は
瀧
廉
太
郎
・

廣
瀬
武
夫
・
佐
藤
義
美
の
本
も
取
り
揃
え
て
置
い
て

あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新図書館のコーナーご紹介
特
集
コ
ー
ナ
ー「
ま
る
ご
と
大
分
」

貴
重
な
資
料
を
展
示「
展
示
ス
ペ
ー
ス
」

東館
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山
形
の
友
人
か
ら
年
賀
状
が
届
い
た
。
彼
は
気
骨

あ
る
政
治
理
念
を
抱
き
、
市
議
会
議
員
を
務
め
て
い

た
が
、
そ
の
後
、
市
長
選
挙
に
臨
ん
だ
。
結
果
は
惜

し
く
も
敗
れ
た
が
、
彼
の
勉
強
ぶ
り
と
行
動
力
に
は

多
く
の
市
民
が
再
挑
戦
を
期
待
し
て
い
る
。

　

と
に
か
く
、
安
易
に
市
民
の
要
望
に
反
応
し
た
り

は
し
な
い
。
市
民
た
ち
が
自
ら
ま
ち
づ
く
り
に
燃
え

て
い
る
か
。
自
分
た
ち
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
深
く
認
識
し
て
い
る
か
。
彼
は
自
分
に
も
厳

し
い
が
、
よ
り
一
層
に
市
民
に
対
し
て
も
厳
し
い
。

彼
と
と
も
に
歩
ん
で
い
る
仲
間
た
ち
も
行
政
に
甘
え

た
り
、
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
の
体
質
と
は
ほ
ど
遠
い
。

　

さ
て
。
こ
の
友
人
の
年
賀
状
に
は
、
と
て
も
た
め

に
な
る
話
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
こ
う
だ
。

  

『
最
近
本
を
読
ん
だ
。「
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ

上
位
13
か
国
を
旅
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
」と
い
う
本

で
あ
る
。
そ
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
信
頼
」で
あ
る
。
信
頼
で
人
々
が
つ
な
が
っ
て
い
る

国
は
幸
福
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
。
毎
年
ラ
ン
キ
ン

グ
の
上
位
に
位
置
す
る
北
欧
の
よ
う
に
消
費
税
を

25
％
に
で
き
る
と
い
う
の
は
、
裏
を
返
せ
ば
政
治
が

信
頼
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
し
だ
』と
山
形
の
友
人

は
感
想
を
添
え
た
。

　

な
る
ほ
ど
。
消
費
税
が
高
く
な
ろ
う
と
も
、「
国

は
そ
の
効
果
を
自
分
た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
く
れ
る

と
い
う
信
頼
感
が
あ
る
か
ら
」国
民
は
賛
同
す
る
の

だ
と
。
わ
か
り
や
す
い
分
析
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
国
連
の「
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
１
７
」で
は
、
日
本
は
１
５
５
か
国
中
51
位
。

ア
メ
リ
カ
は
14
位
だ
っ
た
ら
し
い
。
間
も
な
く
日
本

の
消
費
税
は
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予

定
だ
。「
日
本
の
財
政
再
建
」が
基
軸
だ
っ
た
は
ず
の

消
費
税
ア
ッ
プ
が
、
い
ま
社
会
保
障
費
や
子
育
て
支

援
に
移
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
社
会
情
勢
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
、
移
行
の

方
向
性
に
大
き
な
間
違
い
は
な
い
と
思
う
も
の
の
、

丁
寧
な
説
明
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば「
信
頼
を
得
る
こ

と
」は
予
想
以
上
に
難
し
い
と
思
う
の
は
私
一
人
で

は
あ
る
ま
い
。

　

こ
の
年
賀
状
一
枚
に
も「
天
と
地
が
映
っ
て
い
る
」

と
感
じ
た
年
明
け
。

　

話
は
飛
躍
す
る
が
、
さ
ら
に
嬉
し
か
っ
た
の
は
、

ど
う
し
て
も
欲
し
か
っ
た『
ぐ
い
飲
み
』が
手
に
入
っ

た
こ
と
。
そ
れ
は
元
総
理
大
臣
の
細ほ

そ
か
わ
も
り
ひ
ろ

川
護
熙
さ
ん
の

作
品
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
何
年
こ
の
焼
物
と
付
き

合
う
こ
と
に
な
る
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
銘
酒
と

の
出
会
い
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
新
し
い
時
間
を
過

ご
せ
る
と
い
う
楽
し
み
が
授
け
ら
れ
た
の
は
大
き
な

喜
び
で
あ
る
。
い
ず
れ
、細
川
元
総
理
と
出
会
う
チ
ャ

ン
ス
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。「
念
ず
れ
ば
花

開
く
」と
い
う
や
つ
で
あ
る
。

　

今
の
世
の
中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
と
て
も
便

利
で
、『
細
川
護
熙
』で
検
索
す
る
と
予
期
せ
ぬ
世
界

が
知
ら
さ
れ
る
。
目
に
留
ま
っ
た
の
は
彼
の
著
書

で
あ
る
。
２
０
０
８
年
の「
こ
と
ば
を
旅
す
る
」や

２
０
１
１
年
の「
胸
中
の
山
水
」が
興
味
深
く
、
す
ぐ

に
取
り
寄
せ
て
枕
頭
の
書
に
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

　

彼
が
陶
芸
の
世
界
に
没
頭
す
る
道
を
開
い
た
師
匠

が
奈
良
の
水
間
に
住
む
辻
村
史
朗
さ
ん
。
私
も
二
度

ご
自
宅
と
工
房
に
寄
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
が
欧
米
で

の
個
展
を
成
功
さ
せ
た
一
流
の
陶
芸
家
で
あ
る
。
私

を
そ
こ
に
導
い
て
く
れ
た
の
は
、
竹
田
市
と
も
縁
が

あ
る
白
洲
信
哉
さ
ん
だ
っ
た
が
、
彼
は
か
の
白
洲
次

郎
・
正
子
夫
妻
の
お
孫
さ
ん
で
あ
る
。
奇
遇
に
も
、

細
川
さ
ん
が
総
理
大
臣
の
時
代
、
秘
書
と
し
て
支

え
て
い
た
の
が
白
洲
信
哉
さ
ん
で
あ
る
こ
と
を
知
れ

ば
、
ま
さ
に
有
由
有
縁
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
。
も
う
一
冊
、
私
が
枕
頭
の
書
に
加
え

た
本
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
文
学
者
で
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
の
池
内
紀
先
生
の
近
著『
記
憶
の
海
辺
』で
あ

る
。
竹
田
市
に
も
お
越
し
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る

旅
の
達
人
で
、
凄
ま
じ
い
ほ
ど
の
旅
の
記
憶
が
実
に

面
白
く
綴
ら
れ
て
い
る
。
是
非
ご
一
読
い
た
だ
き
た

い
一
冊
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
新
し
い
竹
田
市
立
図

書
館
に
も
備
え
て
あ
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
本
と
の
出
会
い
、
人
と
の
出

会
い
、
そ
し
て
新
し
く
創
出
さ
れ
る
時
間
と
の
出
会

い
は
理
屈
抜
き
に
人
生
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ

る
。
そ
し
て
地
域
の
夢
あ
る
可
能
性
も
広
が
る
。

　

一
枚
の
年
賀
状
が
導
い
て
く
れ
た『
き
っ
か
け
』。

新
し
い
年
が
、
こ
ん
な
楽
し
い
世
界
観
に
満
た
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

市長コラム
〈第101回〉

←旅の記憶が綴られた池内紀先生の
著書 「記憶の海辺」（青土社）

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

新
し
い
年
の
豊
か
な
世
界
観
が
広
が
る

本
と
の
出
会
い
、
人
と
の
出
会
い
、
時
間
と
の
出
会
い
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春
季
県
体
第
60
回
記
念
県
内
一
周
大
分
合
同

駅
伝
競
走
大
会
が
２
月
19
日
㈪
か
ら
23
日
㈮
ま

で
の
5
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

郷
土
の
誇
り
を
胸
に
、
二
豊
路
を
駆
け
抜
け

る
選
手
に
熱
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

竹
田
市
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

（
監
督
）志
賀
哲
哉　

髙
橋
孝
一
郎

（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）田
部
貴
之

（
選
手
）志
賀
勇
輝　

志
賀
篤　

志
賀
祥
一　

中

村
大
海　

高
橋
流
華　

吉
良
進　

添
田
宏
和　

新
地
義
昭　

山
田
泰
史　

三
辻
成
春　

姫
野
洸

輝　

志
賀
太
一　

吉
野
誠
人　

佐
藤
雄
太　

佐

藤
志
鳳　

吉
野
隆
史　

倉
原
郁　

河
野
唯
士　

宮
川
剛　

志
賀
直
樹　

内
那
洋
介　

佐
田
修
一 

堀
勇
進　

甲
斐
正
寿　

阿
曽
生
友
美　

相
馬
遥

香　

伊
藤
弥
生

【
竹
田
入
り
】

20
日
㈫　
旧
緒
方
工
業
前（
午
後
２
時
頃
）～
竹
田

市
役
所
前（
午
後
２
時
半
頃
）

【
竹
田
発
】

21
日
㈬　
竹
田
市
役
所
前（
午
前
８
時
ス
タ
ー
ト
）

～
久
住
郵
便
局
前（
午
前
８
時
40
分
頃
）～
直
入
支

所
前（
午
前
９
時
20
分
頃
）

竹田市起業家育成支援事業

　

世
界
屈
指
の
炭
酸
泉
湧
出
地「
長
湯
温
泉
」。

そ
の
温
泉
街
に
美
容
と
癒
し
の
サ
ロ
ン「
Ｌ
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｓ 

Ｌ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｌ
Ｉ
」を
オ
ー
プ
ン
し
た
の

は
、
足あ

立だ
ち

留る

里り

子こ

さ
ん
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
オ
イ

ル
を
使
用
し
リ
ン
パ
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
施
術

を
行
う
サ
ロ
ン
だ
。

　

足
立
さ
ん
は「
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
人

が
多
い
今
の
社
会
で
、
少
し
で
も
癒
し
に
な
れ

ば
」と
開
業
を
決
意
。リ
ン
パ
と
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ

ク
を
学
び
実
学
を
深
め
、
昨
年
８
月
に
店
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

美
容
師
で
も
あ
る
足
立
さ
ん
は
、
ま
つ
げ
の

エ
ク
ス
テ
や
ヘ
ッ
ド
ス
パ
も
行
い
、
人
気
の
メ

ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

店
内
は
お
客
さ
ん
に
ゆ
っ

く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
も
ら
お
う
と
、
施
術

の
内
容
に
応
じ
た
癒
し
の

音
楽
が
流
れ
る
。

  「
地
元
の
方
や
、
長
湯
温

泉
を
訪
れ
た
観
光
客
、
宿

泊
客
の
方
に
も
癒
し
の
時

間
を
提
供
で
き
た
ら
」と

ほ
ほ
笑
む
。

　
「
Ｌ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｓ 

Ｌ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｌ
Ｉ
」は
和
名
で

「
る
り
色
」の
天
然
石
。
足
立
さ
ん
の
名
前
に
ち

な
ん
だ
こ
の
店
は
、
お
客
さ
ん
の
笑
顔
が
輝
き

続
け
る
場
所
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

雄
大
な
自
然
の
広
が
る
久
住
高
原
に
雑
貨
・

カ
フ
ェ
の
店
を
開
い
た
の
は
渡わ
た

邉な
べ

菜な

美み

さ
ん
だ
。

　

昨
年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
Ｎ
ａ
ｎ
ｏ
ｈ

ａ
ｎ
ａ
」は
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
の
作
品
を
主

に
取
り
扱
い
、
渡
邉
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
雑

貨
も
並
ぶ
。
ま
た
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
で
は
こ
だ

わ
り
の
コ
ー
ヒ
ー
や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
、
手
作
り

の
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

ス
イ
ー
ツ
、
食
事
か
ら
健
康
を
維
持
し
体
質

を
改
善
す
る「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」の
考
え

に
基
づ
い
て
、
乳
製
品
や
卵
、
白
砂
糖
を
使
用

し
な
い
体
に
優
し
い
日
替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
の
ス

イ
ー
ツ
だ
。

  「
食
事
の
大
切
さ
を
若
い
人
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」と
話
す
渡
邉
さ
ん
。
自
身
が
体
調
を
崩

し
た
と
き
に「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」を
知
り
、

久
住
の
自
然
の
中
で
、
地
元
産
の
野
菜
な
ど
を

使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
た
い
と
思
っ
た

の
が
、
店
を
開
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
だ
そ

う
。

  「
食
事
の
大
切
さ
や
癒
し
を
感
じ
ら
れ
る
場
所

に
な
れ
ば
」と
優
し
い
笑
顔
で
話
す
。
菜
の
花

の
よ
う
に
、
小
さ
な
幸
せ
が
花
開
く
ス
ポ
ッ
ト

が
、
久
住
高
原
に
誕
生
し
ま
し
た
。

竹田市チームに

熱い声援を！

活
気
を
生
み
出
す
！ 

新
た
な
店
舗
が
誕
生

　

平
成
29
年
度「
竹
田
市
起
業
家
育
成
支
援
事
業
」に
よ
り
４
店
舗
が
開
業
。
今
回
は
女
性
起
業

家
の
２
店
舗
を
紹
介
し
ま
す
。

Nanohana
久住町大字久住4048番地８
営業時間　午前10時～午後５時
休日　水・木曜日　☎0974-70-5718

リラクルーム「LAPIS LAZULI」
直入町大字長湯7992番地４
営業時間　午前10時～午後８時
休日　不定期　☎080-8387-8779
※要予約

美
容
と
癒
し
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン

リ
ラ
ク
ル
ー
ム「
Ｌ
ラ
ピ
ス

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｓ   

Ｌ
ラ
ズ
リ

Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｌ
Ｉ
」

手
作
り
雑
貨
と
日
替
わ
り
ス
イ
ー
ツ

Ｎ

ナ
ノ
ハ
ナ

ａ
ｎ
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
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竹

田
営

業
所こ
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広
報

誌
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

　

丘き
ゅ
う
り
ょ
う
ち

陵
地
か
ら
山
地
の
谷
あ
い
や

渓け
い

流り
ゅ
う

沿ぞ

い
に
生
育
す
る
高
さ
10
㍍

ほ
ど
の
１
科
１
属ぞ
く

の
落
葉
中
高
木

で
す
。
樹じ
ゅ

皮ひ

は
褐か
っ

色し
ょ
く

で
横よ
こ
な
が長
の
皮ひ

目も
く

が
あ
り
ま
す
。
パ
イ
オ
ニ
ア
植

物
と
い
わ
れ
崩ほ
う

壊か
い

地ち

や
裸ら

地ち

に

真ま

っ
先
に
出し
ゅ
つ

現げ
ん

す
る
先せ
ん

駆く

性せ
い

の
植

物
で
す
。

　

互ご

生せ
い

の
葉
は
ほ
ぼ
半は
ん
え
ん
け
い

円
形
で
長

い
柄え

が
あ
り
、
ふ
ち
は
大
小
不ふ

規き

則そ
く

な
粗あ
ら

い
鋸き
ょ

歯し

が
特と
く

徴ち
ょ
う

で
、
先
は

尾び

状じ
ょ
う

に
と
が
り
ま
す
。
大
き
さ
は

大
き
い
も
の
で
長
さ
13
㌢
、
幅
が

10
㌢
ほ
ど
で
す
。

　

早
春
の
頃
、
ま
だ
葉
が
展て
ん
か
い開
す

る
前
に
多
く
の
短た
ん

枝し

に
“
が
く
＂

も
花か

弁べ
ん

も
な
い
暗あ
ん

紅こ
う

色し
ょ
く

の
、
し
ぶ

い
色
の
長
さ
１
・
５
㌢
ほ
ど
の
雄お

し
べ
の
葯や
く

（
花か

粉ふ
ん

を
入
れ
る
袋ふ
く
ろ

）

が
目
立
つ
総ふ
さ

状じ
ょ
う

に
な
っ
た
花
を
枝

い
っ
ぱ
い
に
咲
か
せ
ま
す
。
花
の

あ
と
翼よ
く

の
つ
い
た
種し
ゅ

子し

を
沢た
く

山さ
ん

つ

け
、
一い
っ

見け
ん

、
緑り
ょ
く

白は
く

色し
ょ
く

の
花
と
見み

違ち
が

え
ま
す
。

　

和
名
の
由
来
は
総
を
垂た

れ
下
げ

た
よ
う
な
花
を
サ
ク
ラ
に
見
立
て

総フ
サ

桜ザ
ク
ラ

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
主
に
祖
母
山
系
の
山さ
ん

麓ろ
く

の
転て
ん

石せ
き

が
あ
る
よ
う
な
沢さ
わ

沿ぞ

い

で
観
察
さ
れ
ま
す
。
花
期
は
３
月

か
ら
４
月
で
す
。

阿孫  久見

第155回

フサザクラ（フサザクラ科）

郷土の植物
（346）



忘れずに！

市県民税 申告
　平成30年度の市県民税や国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料を算定するための大切
な申告です。また、児童手当、公営住宅の家賃、保育料等の算定・軽減など、各種手続きの審査要件と
なる重要な資料となります。必ず申告をしましょう。

申告期間……2月14日㈬から3月15日㈭まで
（午前） ９時～12時　　（午後） １時～４時

まずは、申告が必要か確認してみましょう！

各地区の申告相談会場は裏面でご確認ください

スタート

30年１月１日現在の居住地は竹田市である

所得税の確定申告をしている

会社で年末調整を受けた

日本年金機構へ「公的年金等受給者の
扶養親族等申告書」を提出した

医療費/社会保険料/生命保険料控除
や扶養控除などの控除を追加したい

医療費/社会保険料/生命保険料控除
や扶養控除などの控除を追加したい

年末調整を受けた会社以外
にもらっている給料がある

収入は公的年金のみだった

平成29年中（１月１日～12月31日）に収入がある
  ※非課税収入（遺族年金･障害年金･失業給付など）
  　のみの方は「いいえ」へ

※確定申告が必要な場合もあります。
 ※会社から竹田市に給与支払報告書の提出が
　ない方は、申告が必要になります

次に該当する方ですか？
65歳未満の方（昭和28年1月2日以降生まれ） 
　……年金収入　  980,000円以下	
65歳以上の方（昭和28年1月1日以前生まれ）
　……年金収入   1,480,000円以下

申告は不要です

申告は不要です

申告は不要です
申告は不要です

 申告が必要です

 申告が必要です

30年１月１日現在居住していた市町村で
申告してください。 

竹田市に住む親族が、あなたを税制上の扶養
親族として申告、または年末調整をしている

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい
はい

はい

はい はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

公的年金以外の収入は、給与収入のみだった
※農業・営業・不動産等の収入がある方は「いいえ」へ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ



市県民税・国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

申告相談日程表（荻・久住・直入）
地
域 日　時

自治会・地区名
会　場

午前 ９時～12時 午後１時～４時

荻

２月14日㈬ 瓜作　宮平　田代　西福寺
鴫田　北原

陽目　仏面　叶野　高練木
柏原　大平

荻支所
研修室２月15日㈭ 新藤　南河内　馬背野 桜町東　高城　恵良原

２月16日㈮ 馬場　桜町西　桜町南　桜町栄 桑木　木下　政所　藤渡

久
　
　
　
　
　
　
住

２月19日㈪

老野　塔立　小倉　小倉峠
まほろばの丘　柚木　峰越
古屋敷　千人塚　千人塚本町
千人塚栄町　千人塚中央
千人塚新町　石原　六反原
宮処原　広内

東部　栢木　古市　池ノ口
池ノ口住宅　さくら住宅
冷川　馬場　仏原　須崎　石田
市　都野その他

久住支所
３階会議室

２月20日㈫
本町　下町　飛森　杉小野
塔の原　岳麓寺　板切　小柳
向原

田向町　田向住宅　桐迫住宅
新町　新町住宅
有氏　湯の上　七里田　法華院

２月21日㈬
今村　境川　室　新妍住宅
仲村　阿蔵野　阿蔵野東
神馬

加良登　加生島　青柳　山中
建宮　道園　牧ノ元　平木
赤川　久住その他

２月22日㈭

巣原　白丹町　添ヶ迫　仲原　
瀬戸杉の原　タカノ巣　稲葉　
梅の木　後山　荻の迫
仲原住宅　白丹住宅

宮原　丸山　陽谷　寺原　中通
東小路　西小路　尾登　米賀
添ヶ津留　南稲葉　白丹その他

直
　
　
　
入

２月23日㈮

長野　日向塚　栃原　原
柚柑子東原　柚柑子日向
柚柑子

籾山　冬田　天神町　長生湯
丸山　元町　花立　ドイツ村
福祉センター　南　美晴が丘
スカイビュー直入

直入支所
大会議室２月26日㈪

沢水　辻　山中　芋の迫
南ヶ代　湯の香　大和町
尚栄町　新栄町　本町　上町
御前湯　山脇

神堤　上野　南原　四ツ口
筒井　桑畑上　桑畑中　桑畑下
芹川団地　新田　下河原

２月27日㈫ 原口　名子山　釘小野　城後 二又　梶屋　草深　橘木　神の原

２月28日㈬ 仲村　藤目　山浦　飛竜野 小津留　塩手　須郷　平沢水

○荻・久住・直入地域の方で、各支所での申告相談に行けない方は、本庁での竹田地域の申告相談期間
に申告することもできます。（３月１日から３月15日まで）

○申告期間中は、税務課の職員が各会場に出向いています。市役所税務課にお越しいただいても相談は
お受けできませんので、各会場へお越しください。



市県民税・国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

申告相談日程表（竹田地域）
日　時

自治会・地区名
会　場

午前 ９時～12時 午後１時～４時
３月 １日㈭ 倉木下　倉木上　井手の上　名子 田井　横平　吐合　中角　辻原

市役所本庁

３階会議室

３月 ２日㈮
次倉　高山　宮戸　瀬の口
次倉中央　妙見

九重野田原　久小野　紺屋　
緩木　滝部　百木　九重野小川

３月 ３日㈯
下田　穴井迫　薊菜　渡瀬　漆迫
大津留上　大津留下　下矢倉団地

松恵　向山田　岩瀬　栃鶴　
松円　下矢倉　音羽

３月 ５日㈪
紙漉　米納　神町　宮の上　柚長
雉ヶ平　高伏　法泉　轟木

木原　下坂田東　下坂田西　福原
下深迫　上深迫　神川　鉢山
北尾鶴　長田尾　小川　熊地

３月 ６日㈫
上川床　志土知　炭竈　上坂田東
久保　三本松　下志土知

市用　下志土知下　下志土知上
川床下　川床米納戸　上坂田西
古園　刈小野下　刈小野　上畑

３月 ７日㈬
宮山　坂上　真菰　中村　
立石　枝

挟田　濁淵　羽恵　上坂下　
坂下　小賀

３月 ８日㈭
大仲寺　泉水　大津留　太田政所
姿岩本　太田原

入田小高野　矢原　河宇田　
笹尾　長小野　牧　出合

３月 ９日㈮
十一　小仲尾　荻迫　
橋宇津　前田平　田平

上平田　折立　植木政所　
鬼田　長慶　植木小高野

３月10日㈯
下木　上下木　三砂　屏風ヶ淵
天神　飛田川田原　田原東　
荒巻　坂折　塩付

中飛田　上飛田　赤坂　下平田

３月12日㈪
上鹿口　鹿口　上平　
一本木　鏡

七里　千引　七里団地
ニュータウン七里
ニュータウン七里南

３月13日㈫
阿蔵　西中　西　吉田 桜瀬　拝田原　東　東中　中尾

恵良　大正　岩本

３月14日㈬

小塚　旧池部　池部　田代　平井
原山　菅生中央　下菅生北　
下菅生南　上菅生　戸上　西戸上
楠野　下今　上今　国方　戸上南

山手　山川　鬼ケ城　鷹匠町　
片ケ瀬　城北町　川向

３月15日㈭

西古町　東古町　浦町　
慶順町　中本町　下本町　
東本町　下町　府内町

向町　田町　新町　上本町　上町
殿町　久戸　寺町　溝川　
茶屋の辻　上角東　上角西　杣谷
岡城通り　提灯谷　鬼ケ城住宅



申告に必要なものをそろえましょう
～申告書は会場でパソコンにより作成しますので、以下のものをご用意ください～

申
告
書
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

（１）印鑑（認印可）
（２）所得の計算に必要な、収入や経費などがわかるもの
　　　給与所得者……源泉徴収票または給与明細書、給与支払証明書など
　　　年金所得者……源泉徴収票
　　　営業、農業、不動産所得のある人……収入・必要経費がわかる書類
　　　　野菜、牛などの売上伝票、新しく機械等を購入した場合はその販売証明など

（３）各種控除に必要な証明書、領収書など（平成29年中に支払ったもの）
　　　雑損控除……………災害などに関連して支出をしたことが分かる領収書
　　　　　　　　　　　　保険金などで補てんされた金額の証明書
　　　医療費控除…………病院、薬局の領収書、介護保険サービス利用料領収書（医療費控除適用分）
　　　　　　　　　　　　保険金などで補てんされた金額の証明書
　　　社会保険料控除……国民年金保険料などを支払ったことが分かる領収書や証明書など
　　　生命保険料控除……生命保険・個人年金保険・介護医療保険の各種保険料控除証明書
　　　地震保険料控除……地震保険料控除証明書、旧長期損害保険料控除証明書
　　　寄付金控除…………寄付先からの領収書または寄付金受領証明書など
　　　障害者控除…………平成29年12月31日以前に交付を受けた障害者手帳など

（４）本人確認書類　マイナンバーカード、マイナンバー通知カード、免許証、保険証 など

申
告
相
談
の
留
意
点

期間中は、会場が大変混み合います。
特に午前中は大変混み合い、長時間お待たせする場合がありますのでご了承ください。
事業の収入や経費、医療費は事前に計算しておいてください。

各地区ごとの相談日に各会場にお越しください。
場所や日程の都合が合わない場合は、ご都合のよい日程に各会場にお越しください（事前連絡は不要です）。
なお、期間中、市役所税務課の窓口では、作成済みの申告書類の提出のみ受け付けします。

30年度　ここが変わります！
（1）　医療費控除は、「医療費控除の明細書※」を添付すれば、領収書の添付・提示が不要となりました。
　　また、医療保険者から交付を受けた「医療費通知」（※被保険者等が支払った医療費の額が記載されたもの。
　　医療費の総額ではありません）を添付することで明細の記入も一部省略することができます。	
　　※「医療費控除の明細書」の様式は、国税庁または竹田市のホームページからダウンロードできます。	

（2）　株式や配当などで繰越損失や損益通算、各種控除等の適用を受けるため等の理由で確定申告をした（総合課
税・申告分離課税を選択した）場合でも、市県民税の申告において「申告不要制度」を選択するなど、所得税と
市県民税とで異なる申告方法を選択することができます。

　　◎詳しくは、竹田税務署（☎63-3141）または市役所税務課にお問い合わせください。

市県民税申告書、農業収支内訳書を個人宛にお送りします
　29年度の実績を基に申告が必要と思われる方には、１月下旬に申告書を送付していますが、申告書が届いてい
ない方で、郵送での申告をご希望の方は、市役所税務課までご連絡ください。なお、書類は各支所にもご用意し
ています。

お問い合わせ：竹田市役所税務課 課税係　☎63-4803
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